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環境教育と

森林｡林業の課題
一森林｡林業をどう伝えるか一

がまいまみつる

蒲沼満
紬全国森林レクリエーション協会
専務理事

1936年，長野県生まれ。三重大学農学部

卒。59年農林省入省。林野庁，札幌ほか各営
林局署，森林総合研究所，関東林木育種場に
勤務。平成2年より（社）全国森林レクリエ

ーション協会。共著に『林業統計史』（農林統
計協会)，『国産材産業振興糞金融運暫定措置
法の解説』(地球社),r国有林分収育林制度の
解説』（地球社）など。技術士。

●はじめに

学校教育制度は，どこか林業に似ている。急激な方針転換は難しいし，ある時。

ある方法を取れば，後年にそれに相応した結果を生み，何事にも時間を要するとい

った具合である。

ここしばらく，学校週5日制や総合的な学習の時間のことが，新聞紙上をにぎわ

している。これらの教育改革プログラムは，平成10年7月の教育課程審議会の答申

を受けて，平成14年度からの実施が決定されていたものである。
たび

以下ではこの度の教育改革と学校教育における森林・林業のかかわりについて触

れ，特に森林・林業をどう伝えるかという視点から主として，その指導者等につい

て触れることとしたい。

●学校教育の大改革
ここしばらくの間，学校の完全週5日制への移行や総合的な学習の時間（以下で

は単に「総合学習時間」と略称）の導入が新聞紙上をにぎわしてきた。学校教育の

大改革があったからである。

一つは，完全学校週5日制であり，ゆとりある学校生活の実現，心豊かな人間の

育成，生きる力のかん養等を図るものとしている。

このため，教科内容の3割削減一授業時間数の削減が行われるとともに，学校・

家庭･地域社会における校外教育への取り組み－それらが連携･協力した自然体験

②－林業技術No.7262002.9



子どもたちに

緑の夢を

活動や，社会体験，ボランティア活動の推進が求められている。

二つには，総合学習時間の導入で，各学校が創意工夫して特色ある教育活動を展

開し，教科を超える国際理解・情報・環境・福祉などに，小学3年以上で週3時間

程度，中学では2～4時間程度，高校では今春の入学生から順次導入とされている。

三つには，環境教育の推進で，小・中・高等学校を通じて，社会科・理科・保健

科・家庭科などの教科の中で「環境」に関する学習力:行われてきたが，さらに各教

科の内容の充実を図るとともに，体験的な学習や問題解決的な学習を通じて，「環境

教育」の充実を図るものとしている。

文部科学省は，平成11年「全国子どもプラン（緊急3ヵ年戦略)」を策定して，

体験活動等の情報ネットワーク化を図るとともに，体験活動の機会と場の拡大を図

ることとして，各省庁との連携事業を展開している。

林野庁との連携事業は，「森の子くらぶ活動推進プロジェクI､」で平成11年から

スタートしている。

●教育改革と森林･林業
今回の改革は,平成10年7月の教育課程審議会の答申を受け,学習指導要領の改

正，教科書の編集・検定などを経て，14年4月から実施になったものである。

これは，都市･農山村を問わず，全国一斉である。平成12年時点の全国津々浦々

にある学校数は，小・中･高等学校で41,000校（うち95%が国公立),在学者数は

同じく1,500万名（うち90%が国公立）である。

これまで，学校教育と森林・林業の関係は，職業教育を除けば，小学校5年の社

会科教科書に限られていた。

これが今回の教育改革で，学校・家庭・地域社会が連携・協力して，子どもたち

のために自然体験活動や社会体験活動・ボランティア活動を推進することが求めら

れている。

同時にまた，各学校には総合学習時間の導入で，「環境」など横断的･総合的な学

習の推進が求められている。

このような自然体験活動の推進，週2時間ないしそれを超える総合学習時間の導

入，各教科を通ずる環境教育の推進等に伴い，森林・林業もこれまで以上に重層的，

複合的に，教育課程に入りうるということができる。

林業技術No.7262002.9-⑬



今後のわが国における森林の役割の重要性からすれば，この中で森林・林業がそ

れなりの位置を占めることが重要になっているのである。

●学校教育にかかる特記事項
森林･林業と学校教育の関係は深くて長い。ここでは，次元を異にするが，これ

までに起こった特筆すべき事項を二例取り上げることとしたい。

(1)社会科教科書から林業が消える

昭和52年，小・中学校学習指導要領の改訂があり，小学校は55年から「ゆとり

教育｣が始まった。これに伴って，授業時間の削減一教科内容の選別があり，それ

まで学校教育の小学5年生の社会科教科書にあった林業（森林の役割を含む）の記

述が消える。詳しい経緯は省くとして，2年後の年末，文部省は再び森林･林業の記

述を復活させる方針を表明した（指導要領の改訂は平成元年，教科のスタートは3

年後の平成4年から)。

この度の教育改革ではどうか。検定合格の5社の新しい教科書を見ると，これま

でと同じく，国土，環境，あるいは国土と環境の目次の中で，森林（林業を含む）

の記述がある。そのページ数は8ページのものから,13ページのものまであり，3割

削減方針の中で，4ページから12ページであったこれまでよりは増加している。
いま

この中には，未だ聴診器で木が水を吸い上げる音を聴く等の紹介も含まれている。

地球温暖化問題と森林の働きの記述等を含め，今後の改善を待ちたいところである。

(2)森林案内の指導者養成の制度をつくれ

これまでの森林教育においては，県，市町村，国，あるいはそれらの関連機関の

主催するものが多かったこともあり，主催者一企画者一指導者が同じか，またはそ

れに近い形のものが多く見られた。

最近，一般では，これらの機能分化が進められており，森林教育においてもその

必要性が高まっている。

平成元年，「森林の保健機能増進法案｣の国会審議の中で，森林施設の整備が進む

とともに，国民の余暇活動と森林の保健休養利用が増大していることから，“森林と
つな

市民を繋ぐもの”として与野党の議員から期せずして森林利用の指導者（リーダー）

を養成確保すべきことが提起された。

これを受けて，翌年，農林水産省告示で「森林インストラクター資格認定制度」

がスタートした。森林案内のプロ的指導者の誕生である。

この資格制度では，その発足から大臣認証が廃止になる平成12年まで，当レク協

が実施団体の指定を受けて，誕生にかかわってきた。この詳細は別途に譲るとして，

ここでは森林教育と特にかかわりの深い事項二例について紹介したい。

以下では｢森林インスl､ラクターは何をしたか－市民の目線で国民理解の増進に

大貢献一」としてGreenNetworkNo.14で紹介した一部を補正して掲載する。
ただ

☆森林インストラクターから樹木医へ，そして俗信を匡す

森林インストラクター資格試験の第1回合格者の中に女性が1名いた（翌年は9

名になる)。岩谷美苗氏である。

彼女は教育学部を出て，野外環境教育に携わる中で森林インストラクターとなり，

④－林業技術No.7262002.9



親と子の森林教室

さらに「樹木医」資格を取って，最も活躍している一人である。
こうかんさ農ざ農

森林や樹木や自然について，巷間には様々な俗信・俗説力Nある。これまで林業関

係者は(研究者も含めて)，やや斜めに構えてか，あるいは次元が低いとしてか，匡

すことをしてこなかったのではないか。「樹は生きているので,聴診器で水を吸い上

げる音が聞こえる」ということで，一部の野外環境教育指導者の間では，流行のプ

ログラムであった。彼女は研究者の間を駆け回り，これが科学的でないことを最初

に明らかにした。このことを決定的に論証したのは，本誌『林業技術』第717号の

萩原信介氏で，画期的な記事であった。酸性雨でスギの梢端が枯れている，なども

それである。縄文スギは8000年とか，富士山の霊水は何万年も地下に眠っていたも

の，などもその類であろう。
だれわ

彼女は，それらの俗信俗説を普通の市民の目線で，誰にでも分かりやすく匡し
でき

てしてくれる。林業関係者では出来ない，まねの出来ない鮮やかさである。

☆誤教科書の修正の困難な取り組み

森林インストラクターは，外部からの依頼を受けて活動するほか，個人で，ある

いはグループで自主的に企画し，実践している。

神奈川県のある小学校の社会科の授業補助者の道を開き，その教科書および教師

用資料集を見て，驚いた者がいる。平成7年，牧内薫氏である。

植林，伐採面積と木材の生産量，輸入量の図表が明らかに誤解を招くもので，㈱

日本標準，東京書籍㈱ほかも同じものが載っていた。彼は，文部省の担当官→教科

書会社→執筆者と掛け合い，ようやく順次，各社とも部分修正されたが，基本的に

は，間もなく抜本改訂があるからそれを待ってくれであった。たらい|回|しの苦労の

多い取り組みをされたのである。

……そこには,昭和35年～平成5年の木材の国内生産量と輸入量の柱状グラフが

載り，「学習のまとめ」ではr木材の使用量の約半分は外国から輸入しています」と

ある。当時の自給率は約24％の時期であり，製材品・パルプ等が無視されている。

また，木を植えた面積と切った面積の折れ線グラフがあり，昭和48年～平成3年ま

で連続して切った面積が植えた面積を超え,平成3年には切った面積の1／3も植え

ていない図表となっている。切った面積には択伐面積が入って，まさに「林業は自

然破壊」の図である。

検定をパスして，使用中の教科書に問題があったのであり，次代を担う子どもた

林業技術No.7262002.9－③



ちに森林･林業を正しく知ってもらうためには,教科書への関心が必要と考えられる。

●森林･林業をどう伝えるか
(1)指導者の養成について

体験活動の推進や総合学習時間の創設に関連して，文部科学省は各分野の指導者

を求めている。このため，以前から野外活動の指導に携わってきたさまざまな団体

が集まり，平成12年5月，「自然体験活動推進協議会」(CONE)が設立された(14

年3月NPO法人化)。

ここでは，各団体の資格を整序して，共通資格の発行・管理，ホームページ登載，

機関誌の発行等を行っている。この3月時点でその登録指導者の総数は1万名余で，

このうち森林関係は500名と少ない。

森林体験活動や総合学習時間に，森林・林業がどのように位置づけられるかは，

今後を待たなければならないが，全国各地の学校，地域団体等の要請に的確に対応

するためには，森林・林業分野でもなお一層の指導者養成を図る必要がある。また，

これにかかる森林･林業団体の連携,CONEに載らない資格･指導者の活用等の検討

も必要であろう（レク協は新たに森林活動ガイドの養成に取り組むこととしている)。

(2)森林環境教育用テキストの作成と開発について

これまでの一般の者を対象とした森林・林業教育にかかる国，県，団体等の作成

した文献は，相当整備されている。しかしながら，児童，生徒の発展段階に応じた

プログラム，各地域の自然環境に即したプログラム等については，早急な整備が必

要と考えられる。

また，森林・林業とのかかわりが非日常化している現在の児童，生徒の興味を引

きつけるような，今日的なプログラムの開発もまた重要である。日本大学（元・東
このひら

京農工大学）の木平教授が創案された「子ども樹木博士」プログラムは，この面の

先駆をなすものであり，意義深い。

(3)教科書について

小学校の教科書は重要であり，それだけに正しい記述であってほしい。しかし，

前記“学校教育にかかる特記事項”の“(2)森林案内の指導者養成の制度をつくれ”

に長々と引用したように，必ずしもそうではない場合があり，関心を持ち続けてい

きたいものである。〔完〕

露 『早わかり循環型社会の森林と林業』日林協の

新刊図書繍爾澪職蹴蕊駕脊繍繍脇輔亭雲鍵
この本は，循環型社会の構築に向けて，これから森林にかかわり，その管理に
携わっていこうとする人たちに，森林とはどういうものか，森林・林業にとって
何が問題か，森林をどのように取り扱っていけばよいのか，などを理解していた

だけるように書かれたものです。すでに携わっておられる方たちにも，新たな視

点と技術について役立てていただけます。

お求めは，本会普及部販売担当まで，電話またはファクシミリでお申し込みください。
a03-3261-6969,FAXO3-3261-3044

⑬－林業技術No.7262002.9
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るが,隙間はあるし,無風状態も長くは続かないか

ら7nは0にはならない｡nは木造真壁の和室で風速

0～l.5m/sec,内外温度差5℃以内の場合0､E

～3.0であり，温度差が'0℃あると2.5～6.5とい

う実測値がある。また,鉄筋コンクリート造で温度

差が0～3℃の場合，風速がIm/secでは0.5,

4m/secでは3.0,lOm/secでは8.0であった。

現在，高気密･高断熱を売りにしている住宅のn

は，なんと0．01前後である。風速，温度差は不明

だが，－般的だとすれば4日に1回の換気となり，

空気汚染や湿害の問題を

空気汚染を防ぐためのn

をアメリカ冷暖房空調技術協会(ASHRAE)の推奨

値から算出すると，4人家族の’0畳リビングで

n=3.4となる。これを確保するには機械換気が必

須である。四六時中機械換気するための電力エネ

ルギーは決してあなどれない。果たして省エネと

なるのだろうか。過ぎたるは及ばざるがごとしで

ある。

外壁,床,屋根ならびに外壁と床,外壁と屋根の
すき隈

継ぎ目に生じる隙間をなくして住宅の気密性を高

める，すなわち高気密化する。さらに，外気と室内

に温度差があれば熱の流出･流入が起こるが,その

熱の出入りを極力少なくするために，外壁,床,屋

根に断熱材を多用して住宅の断熱性を高める，す

なわち,高断熱化する｡そうすることによって冷暖

房の効率を極力高めた住宅が高気密・高断熱化住

宅である。冷暖房の効率を高めるねらいは省エネ

であり，快適な温湿度条件を安く作り出そうとす

る結果の産物である。

蕊
元来，住宅は雨風を避

け，寒暑を和らげるため

のシェルターだったから，

高気密化，高断熱化を図

って外界の影響を絶ち，

人工的にコントロールす

ることは住宅の向かう方

向の一つなのである。

部屋の気密性を評価す

る方法に換気回数、があ

る。nは｜時間に部屋全体の空気が換気される回

数である。もちろん換気にはファンによる機械換

気があるが,気密性を評価するのは，自然換気回数

である。自然換気は部屋の内外に空気の圧力差が

あると起こる｡圧力差は風によって生じるし,部屋

内外の温度差があっても生じる。隙間がまったく

ないか，風がなく温度差もない場合にnは0であ

駒
助
弘
‐
壷

４
旧
門
恥
詞
兀
卜
回
但
門
川
凸
Ｅ
Ｎ
切
轟
問
佃
岬
禺
に
１
Ⅲ
剛
、
い
則
眠
叱
揺
四
ｍ
婆
■
叩
凹
風
昌
脚
ｍ
ｗ
ｎ
は
“
ヨ

ｆ
ｕ
Ｈ
Ｒ
判
Ⅲ
ｒ
Ｊ
ｌ
Ｉ

＝＝菅亘，＝垂r－．－．一‐＝＝－ﾆｰﾆ旦二.＝．、種4，宙＝奉告里争…■町子詞1－一匹一・寸齊』~ー峠づ●0』＝ﾆｰ壬T壼巳三・q罫…ｦ旬啄一ⅦF唇更

ｉ
Ｈ
ｉ
４
Ｎ
略
■
■
旧
冊
凹
明
同
圃
同
■
州
Ⅶ
伽
間
肥
、
四
目
‐
Ⅲ
川
１
．
劃
向
呪
瞬
間
川
畑
同
脚
凡
別
Ⅲ
咽
凹
ｒ
岫
飛
Ｗ
Ｌ
Ｊ
Ｉ
ガ
ー
１
ｎ
円
阿
岫
ｂ
ｌ
＄
咄
好
川
剛
釧
は
創
叫
Ｍ
刷
川
咀
詞
即
町

口里山と人の履歴著者：犬井正発行所：新思索社(BO3-3226-0408)発行:20025A5判

361p本体価格:3,700円

□住む（創刊号）・季刊春号編者：泰文館編集部発行所：泰文館（公03-5225-6325）発行:2002.5

A4判176p本体価格:1,200円

□住む（創刊2号）・季刊夏号編者：上記同発行所：上記同（盃_上記同）発行220026A4判

176p本体価格:1,200円

口森を創る・森を語る著者：稲本正編/C.Wニコル・筑紫哲也・岩森光彦・永六輔・中村桂子発

行所：岩波書店(a03-5210-4000)発行:20026四六判188p本体価格？1,800円

ロバイオテクノロジー（木材科学講座11／全12巻中）編著者：片山義十男・桑原正章・林隆久発

行所：海青社(a077-525-1247)発行:2002.6菊判197p本体価格:1,900門

口森林ハンドブック2002編者目㈱日本林業協会発行所：㈹日本林業協会（公03-3586-8430）発

行：20026四六判281p本体価格:1,524円

口森がくれる心とからだ癒されるとき，生きるとき著者：浜田久美子発行所：㈹全国林業改良普

及協会（識03-3583-8461）発行:2002.7匹'六判261p本体価格:1,600円
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＜焦点＞

森林の洪水防止機能と森林施業
もりみず

一長野県林務部森林と水プロジェクトー

長野県林業総合ｾﾝﾀー 育林部長片倉正行＊
＊かたくらまさゆき［連絡先］〒399-0711長野県塩尻市片丘5739長野県林業総合センター

a0263-52-0600,FAXO263-5I-|3II,

m-katakura@frc.prefnagano.jp

はじめに

長野県では知事によって平成13年2月20日に

｢脱ダム宣言｣がなされました(http://www.pref.

nagano.jp/hisyo/governor/dam.htm)。この宣

言に先立ち，知事は12年11月に長野県内のダム
すすきがわ

建設計画の一つである松本市南東部薄川上流域

おおぼとけ

｢大仏ダム計画」の中止

を表明しました。

この大仏ダム計画中止を背景として,｢総合的な

治水対策を考えるうえで，上流域の森林が果たす

役割はどの程度あるのか」という問いに，林務部

は具体的かつ早急な回答を求められました。この

ような状況のなか「薄川上流域（旧大仏ダム計画

▲図①燕川上流域

⑬－林業技術No.7262002.9



集水域)｣を対象として，森林の洪水防止機能の評

価と，その機能をさらに充実させる森林整備手法
もりみず

を検討するために，「森林と水プロジェクト｣力弐立

ち上げられました。ここでは，プロジェクト第一

次報告の概要とともに，その後の状況も併せてご

紹介します。

▼表①樹種別面積 (ha)

樹種国有林民有林計

スギ12412．4

ヒノキ20．392．5112.8

アカマツ062010201.6

カラマツ49511,643.02,138.1

その他128.8146.6275.4

小計644.82,095‘52,740.3

クヌギ5．15．1

ブナ6．36．3

ナラ43．15．448．5

その他186.0791.7977.7

小計2354802.21,037.6

計880.22,897.73,7779

群
》
函
畳
郵

124

92．5

2010

1,643.0
146.6

20．3

06

4951

128.8

針
葉
樹

クヌギ

ブナ

ナラ

その他

5.1森林と水プロジェクト第一次報告書

(http://www.pref.nagano.jp/rinmu/sinrin/
mizugalyou.htm)

6．3

43.1

186.0

広
葉
樹

5.4

791.7

(1)対象流域の位置と環境

長野県中部の松本市南東部に位置する薄川（信

濃川水系)の上流部4,297haが対象流域です。流

域は，図①のように,北から美ヶ原の王ケ鼻(2008

m),茶臼山(2006m),三峰山(1887m),ニツ山

(1826m),鉢伏山(1928m),前鉢伏山(1836m)

の山々に囲まれ，北西部に流出開口部を持ってい

ます。
きゅうしゅん

流域の標高範囲は900～2000m,山地は急峻

で，およそ60％は傾斜30.以上の急斜面になって

います。薄川が中央部を北西方向に流下し，上流

部は10本前後の支流に分かれています｡流域北東
き'胸うがい

部は美ヶ原溶岩台地の西南縁に接し，急崖により

美ヶ原台地と本流域が区画されています。気候は

内陸性で,年平均気温およそ9℃,年降水量1,500

Innl前後，冬季は寒冷で，雪はそれほど多くあり

ません。

植生的には落葉広葉樹林帯（山地帯）に位置し，

スズタケーブナ群団が主な潜在植生といえます。

現在の森林は，カラマツ人工林（30～50年生）が

57％を占め，ほかにアカマツニ次林（5％）ある

いは落葉広葉樹二次林（28％）などが分布してい

ます(表①参照)。こうした二次林の林齢もおよそ

50年生で,第二次大戦後に生育成立した森林とい

えます。なお，美ヶ原との境を成している急崖に

はウラジロヨウラクーミヤマナラ群団で代表され
ふうしょう

る風衝植生が分布し,独特の景観を呈しています。

(2)森林の変遷と洪水被害

さて，旧計画で検討されたダムの大きな目的は，

｢薄川下流の松本市街地ならびに入山辺地区にお

ける洪水防止」にありました。このため，過去に

どのような災害が発生したのか，そのころの流域

はどんな森林に覆われていたのかを調査しました

(表②参照)。

藩政時代は代官の支配により，流域内はモミ，
うっそう

ツガ，ミズナラなどが謹蒼と生い茂る森林だった

ようですが，明治以降乱伐が続き，さらに第二次

大戦により森林は荒廃の極みに達したようです。

そして昭和34年，36年に集中豪雨に見舞われ，

｢34災」および「36災」として記憶される災害が

発生しました。なお，昭和37（1962）年の航空写

真からは，山腹の大部分がコナラと推定される広

葉樹低木疎林で覆われ，原野あるいは崩壊地も多

いことが観察されました。

(3)洪水防止機能の評価

森林が持つ洪水防止機能（あるいは貯水機能）

については，これまで森林総合研究所あるいは大

学などで多くの研究が行われてきています。また，

これら機能の評価方法には，①推計学的方法，②

流量曲線による方法，③流出モデルによる方法，
こうげき

④土壌孔隙による方法などがあります。今回，私

たちは④の土壌学的手法で薄川流域の洪水防止機

能を評価しました。この方法を選定した理由は，

解析評価に必要な資料が簡単に入手できること，

チーム員が理解し評価計算を行える手法であるこ

と，比較的短時間で成果品が得られること，また，

他の流域にも適用できる可能性が高いことでした。

林業技術No.7262002.9-⑨



▼表②森林の変遷と災害

西暦

1850

1860

時代 森林の状況

アカマツ，モミ，ツガ，ミズナラ，トチなどに

よる天然美林だった(松本藩山奉行の支配地)。

明治維新後に，入り会い山として乱伐され，荒
廃し，広葉樹林化しだ。

災 害

江戸

1870

1880

1890

1900

1920

1930

1940

里m辺下流で護岸が決壊，家屋流失・人畜死

傷。

松本市街地で護岸が決壊，床上浸水多数。

里|||辺下流で護岸決壊，床上浸水，家屋倒壊
死者。

29年災害

31年災害

44年災害

明治

入り会い山の広葉樹林から薪炭材の伐採が相
次ぐ。

明治44年に,600haが県有林となり造林が行
われた。

大正

4年,7年

10年災害

20年災害

市街地で護岸決壊，橋流失。

入山辺で護岸決壊，橋流失。

堤防決壊5カ所b

昭和10～20年代，太平洋戦争による乱伐で森
林荒廃。

昭和29年松本市合併前に大規模伐採。新制中
学建設財源。

昭和30年代以降は，薪炭林の伐採跡地などへ
カラマツの人工造林。

厩所で護岸決壊，橋流失松本市全域で浸水多
数。

34災雲1950 昭和

1960

中条東，南方，船付，大仏で護岸決壊，橋流
失，松本市全域で浸水多数。

30～40年代に県有林でカラマツを伐採｡カラマ
ツ再造林実施。

36災害

1970

1980
南小松地区で護岸決壊松本市全域で床｣二浸水
多数。

46災害

1990
2000

昭和60年代以降は，採算性の悪化などにより
森林整備の積極性が低下している。

平成

かんよう

そもそも，森林の持つ水源酒養機能（洪水防止

機能）の根源は森林土壌にあるといえます。

森林土壌（特に表層土壌）の理学性測定を行う
れき

と，粘土，砂，礫など鉱物質が20％前後，根が数

％で，残りの70％程度が孔隙(空間）として測定

されます。この孔隙の一部が水源酒養機能の本体

で，こうした多孔質な森林土壌を発達させ維持し

ているのが，樹木を主役とする森林生態系といえ

ます。

降水量が極端に少ない流域では，樹冠遮断量が

水源酒養1齢旨に大きな影響を与えますが，ここで

は降水量が十分に大きく，樹冠遮断量より土壌の

貯水量がはるかに大きいことを前提としました。

貯留量（貯水量）は，「粗孔隙量（％)一最小容

気量（％)」（真下1976）によって求めました。ま

ず，長野県民有林適地適木調査報告土壌理学性測
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土壌型

▲図②土壌型別貯水量(A+巳層）
注l層位は下記の区分で扱った。

なお,1A屑等の埋没土層は除外した。

A層:A,A1,A2,As,A-B層

BIW;B,,B2,B-C層

2計算対象とする土壊深さは，

A層+B脳とし,CI曹は除外した。

3また、C屑への移動分も考慮していない。
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’定値を土壌型別に整理し，

それぞれの土壌型の層位

別有効孔隙量を求めまし

た（図②参照)。

土壌型ごとの層位別有

効孔隙量の算出対象は，

A層ならびにB層とし

ました。C層は測定デー

タが少なく，土壌型別数

値が得られなかったため。

各土壌型に共通の値を与

えることとしました。ま

た，流域の土壌図から土

壌型別面積を測定し，得

られた面積にそれぞれの

土壌型別貯水量を乗じて

流域の貯留可能量を推定

しました（図③，表③参

照)。

この結果，流域の貯留

可能量は101～142mm

と得られました。なおこ

の数値には，土壌中で発

生するC層下部基岩層

への排水的水分移動を見

込んでありません。この

ため現実の貯留可能量

(洪水防止機能)は，これ

らより大きな数値を示す

ものと考えています｡

(4)森林整備

森林土壌が発達するの

には10～100年単位の時

間を必要としますが，そ

れを失うのには数時間

～数年の時間経過で十分

です。われわれは薄川流

域森林の水源酒養機能を

考えるうえで最も重要な

ことを，「まず，現在の森

土壌図
長野県民有林適地適木鯛査報告

(1)長野地区

(2)松本地区

（3）“･…

土壌理学性測定値データベース
<土壊型,府位厚,粗孔隙率,最小容気量）
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(1)長野地区

2)松本地区
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土壌理学性測定値データベース

具民有林適地適木鯛査報告
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①Z(土壌型別有効孔隙量(A層+B層)×土壌型別面積）
＝流域のA層とB層の土壌貯水量

②C層の有効孔隙量×400mm=C層貯水量(各土壌型共通値）
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▲図③貯水量計算フローチャート
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▼表③土壌型，土地利用型別水分貯留量 り大きな枝を奪われてもほかの枝を残し，また，

さらに主幹が折損しても，幹下部や根系から後生

芽を発生させて立木として再生してきます。こう

したたくましい広葉樹類が混交する広葉樹林や針

広混交林を維持していれば，森林を広大に喪失す

る危険性は極めて小さくなります。また，部分的

に森林喪失が起こっても森林の自己修復システム

が直ちに働くだろうと考えました。こうした森林

を「壊れにくい森林」と呼ぶことにしました。

森林整備の基本的方向を「壊れにくい森林」と

し，その具体的な姿は針広混交林あるいは広葉樹

林としました。しかし，流域森林の32％は地元の

入山辺・里山辺財産区有林で，12％が個人．集落

有林です｡森林の57％を占めているカラマツ林の

多くは30～40年ほど前に地元の方々が汗を流し

て植栽し，下刈りをして育ててきたものですから，

所有者の森林に対する思いを尊重しなければなり

ません。また,2,000haを超すカラマツ林に皆伐

を伴う林相改良などの急激な変化を与えることが，

流域の森林環境に好ましい結果をもたらすとも考

えられません。こうした検討の結果，森林施業の

中心として，カラマツなど一斉林を強度に間伐し

林床に光を入れ，侵入生育している在来樹種の成

長を促す施業が選定されました。流域にはカラマ

ツ林が広く分布していますが，カラマツ林は過密
かんばく

化してもコナラを代表とする広葉樹類が潅木状で

生育していることが多いので，これらによる混交

林形成を期待しています。なお，立地生産性が高

く，密度管理等の施業が十分に行われてきた林地

では，今後もカラマツ，ヒノキ等による集約的な

木材生産を行います。目標林型への誘導概要図を

図④に示しました。

(6)今後の課題

洪水防止機能を評価するために流域森林の貯留

可能量を推定し，また，森林の洪水防止機能をさ

らに向上させるための森林の姿を検討しました。

しかし多くの部分は，既往の知見に基づいた推定

の域を脱していないことをわれわれは認識してい

ます。このため，さらに検証的な調査を行うとと

もに，実験的な間伐も実施し，長期間の検証が行

単位面積
水分貯留舅
(mm)

流域
水分貯留量
(=Fm3)

土壌型等面積(|くm2)
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0.08
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26.14

10.11

053
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032

0.59
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0.04

0．16

000

0.00

0．38

000

000

BA

BB
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BD(d)

BD

BE

PD

PW

BJD(d)

BID

草生地

ササ地

岩石地崩壊地

伐跡

未立木地

宅地

道路

畑

池

河川等

流域合計 55.644297

A+B屑の貯水量:55.64/42.97×100=129mm

C屑の貯水量；層位厚(400mm)×有効孔隙率(20%)=80mm

(C咽のl曹位厚は各土壌型とも400mm,有効孔隙率20%とした）

流域のj11位貯水量:129+80=209mm

有効貯留量＝209×0.4+17～209×0.6+17

=101～142mm

林土壌を失わないこと」と位置づけました。

土壌を失う原因の最たるものは森林の喪失です。

このため，気象災害を代表とする破壊的な自然エ

ネルギーに対して最も抵抗力を持つ森林とは何か

を検討しました。得られた結論はr壊れにくい森

林」というものでした。

(5)壊れにくい森林

気象災害の跡地を調査すると「針葉樹人工林は

天然生広葉樹林と比較すると弱い！という印象を

与えられます。例えば激しい暴風が襲来すると，

針葉樹人工林では主幹の折損，根返り倒伏などを

起こして回復不可能な致命的被害が発生し，これ

は冠雪害や雨氷害にも共通します。

ところが，コナラなどの広葉樹類は，暴風によ

⑫－林業技術No.7262002.9



目標林型経過林型区分現状

Fﾗﾏﾂ簿一般鍵埜」’ ’
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Ｑ
〕
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235235

▲図④林型誘導の概念

えるように考えています。

なお，すでに開始した観測調査あるいは施業に

は次のようなものがあります。

①小流域流出量調査
ぜき

10～20haの小流域2カ所に量水堰をつくり，

流出量の長期観測を始めました(写真参照)。小流

域の土壌型，層位厚，層位別孔隙組成などと流出

量との関係を検討します。

②集水域からの流出特性調査

集水域内7カ所で雨量観測を行い，流出量との

関係を検討し，出水特性を明らかにします。特に，

里（低地）と奥山（集水域源流部）の降水量の関

係，あるいは時間変動を明らかにして，河川流出

量の増水関連要因を検討します。

③森林整備

カラマツ林の間伐，モデル林の設定など約40

hao

森林と水プロジェクト第二次報告書

第一次報告では流域森林における洪水防止機能

の評価として，土壌型別面積と土壌型別孔隙組成

を中心として，薄川流域の貯留可能量を100～140

nlrnとして示しました。しかし，この数値は1連

続降雨に対する流域森林の保水容量と見ることは

できますが，河川流出量との関係を明らかにしな

ければ，治水の観点から見た「森林の持つ洪水防

止機能」の位置づけが評価できません。第二次報

告の焦点としてこの問題を取り上げ，河川の流出

解析に一般的に用いられている貯留関数法に森林

▲写真量水堰（山の神）

要因を反映させる手法を提案しました。また，第

一次報告で使用した土壌図ならびに土壌孔隙組成

の流域適合性についても検証を試みました。森林

整備については，森林・林業基本法の改正ならび

に森林法の一部改正に伴って示された「重視すべ

き森林の機能に応じた森林の区分」の概念を反映

させながら，林小班ごとに策定した目標森林に整

備するための「優先度ランク」を検討しました。

おわりに

第二次報告書は評価検証編と森林整備編の2分

冊で発行を予定し，インターネットに公開します

(http://www.pref.nagano.jp/rinmu/sinrin/

mizugaiyou.htm)。

【参考文献】

真下育久：森林の公益的機能計量化調査報告書(Ⅲ)，水利

科学研究所（1976）
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熟織回

篭

雛毒襄旨睡

日林協が主催するく林業技術コンテスト＞は本年第48回を迎えました｡今年は
5月28日にスクワール麹町（東京・四谷）で開催され，森林管理局・分局支部，
県支部からの推薦による15件の発表が行われました。

◇本コンテストは，林業の第一線で実行や指導に活躍さ
れている技術者の皆様が，それぞれの職域で業務推進

のために努力され，そこで得られた貴重な成果や体験

を発表していただく場です。本会では，これらの発表

の成果が，関係する多くの方々の業務の中に反映され
ていくことを願って毎年開催しています。

◇今回の審査では，「林野庁長官賞」3件，「日本林業技
術協会理事長賞｣5件が決定し，受賞者は，翌29日の
日林協総会席上で表彰されました。

◇今回15件の全発表内容(要旨）については，先月号と
本号の2回に分けて紹介しています。

|識難鷺鴬篭鴬’
……

第48回林業技術コンテスト

霧畷

篭足もとからはじめる間伐推進 i臓燈琵膳
罰
幸乏

i華
鍔曾

弓

鐙
鍵

くもんれいことだ

公文礼子戸田
禦
馬

高知県森林局伊野林業事務所林業改良普及員

はじめに

間伐適期の森林が増加するなかで，木材価格の低迷

など林業不振のため間伐の実施が遅れている。健全な

森林を育成し，材の価値を高め，森林の持つ機能を-|-

分に発揮させていくためには，間伐の実施が重要であ

り，間伐推進は県の重要課題ともなっている。しかし，

施業を行うためには中小規模森林所有者が多く，また，

一般の人に間伐の果たす役割が十分に知られていない

のが現状である。そのため，伊野林業事務所では間伐

推進のためにどのような取り組みができるだろうかと

いうことで，年度頭初の振興課の打ち合わせ会におい

てAG全員で検討し，林道周辺であれば作業の容易性

から所有者の説得がしやすく，林道でつながっている

箇所は森林組合も事業地をまとめやすいことなどから，

また，間伐実行後に，道端という地の利で間伐効果の

PRが見込めるということで，林道周辺から始める道

端間伐が有効であると考え．道端間伐の推進を伊野林

業事務所の普及重点課題とした。今回は，池川町の林

道岩柄大野線を選定して，林道沿線の間伐対象森林の

に|小規模所有者に対して間伐の実施を促し，路網と森

林整術のモデル的なエリアをつくり他の地域への波及

を図るために，道端間伐の推進を行ってきたのでその

経過を報告する。

事業対象路線の選定

事業対象路線の選定に当たっては，間伐の実行への

つながりやすさ，一般住民へのPR効果の高さなどを

考慮に入れ，振興課だけではなく森林土木課とも連携

し，事業着手候補地の選定作業を行った。また，今回

はモデルケース的な事業とし，間伐の実行につなげる

ことはもちろんのことながら，同時に所有者の意見を

じっくり聞きながら進めていこうということで，全候

補地を現地調査したうえでl路線を選定することにし

た｡岩柄大野線は,国道から比較的近い全長3.3kmの

岩柄集落と大野集落を結ぶ舗装された林道であり，周

⑭－林業技術No.7262002.9



辺に間伐遅れの森林が多い。また，国土調査が終了し

ていることから，沿線の間伐実行の際，境界・所有の

確認が比較的容易であり，事業対象地の岩柄大野線は

池川町の中央部に位置し，一般住民の通行が見込める

ためPR効果も高いと考えられ，また,役場森林組合

に熱意があることから当路線を選定した。

活動の手法および調査方法

間伐推進事業の範囲は，国土調査図に林道を落とし，

林道沿い上下100mまでを，入山が可能であり，搬出

間伐も可能である目安として設定した。

森林簿，および役場の協力を得て土地台帳で調べた

ところ，その面積は43.34haで,樹種別としてスギが

約6割を占め，スギ，ヒノキの総面積では約9割を占

めており，齢級構成は，切捨て間伐の補助事業の対象

である7齢級が主体で，搬出間伐の補助事業の対象で

ある8，9齢級の森林もかなりの割合存在した。所有者

は池川町内外で64名おり，池川町内の所有者が66％，

県内の所有者が20%,県外の所有者が14%で,6割

以上が町内所有者であった。さらに，森林簿や土地台

帳，団共計画，森林組合の造林資料などによる調査，

およびAGによる現地踏査を行い，林齢的に間伐適齢

でない森林やザツ山を対象外として除外した。これを

除いた部分がこの事業地の間伐対象森林となる。その

面積は35.53haで，森林所有者は池川町内外で59名

であった。この森林所有者とその所有森林については，

森林簿・土地台帳を基にデータ化して整理し，データ

がそろったところで振興課において検討会を行い，こ

の事業地のなかで具体的にどう森林所有者を説得する

かを話し合った。

森林所有者と話し合うため，この事業のねらいを三

つに整理した。①推進は，県の森林・林業政策上重要

な課題であることを理解してもらう。②間伐が緊急の

課題であることを認識してもらう。③今回の事業地以

外の所有森林についても，間伐の必要性があることを

認識してもらう。

そして,AGが森林所有者に接するのに,三つの方法

を取ることにした。①町内の森林所有者を対象に，間

伐を勧める地元説明会を行う。②町内の森林所有者を

AGが個別に訪問し,間伐を勧める。③不在村等,町外

の所有者には，地域振興課から間伐を勧める手紙を送

付する。

さらにそのなかで間伐の意識に対するアンケー|､を

行い，間伐ができない所有者に対しては，なぜできな
ひざ

いかということも併せて探った。森林所有者と膝を突

き合わせて話をしようということで，地元説明会は夜

間に岩柄集落と大野集落で行った。役場にそれぞれの

集落の地区長さんを紹介してもらい，事業の趣旨に賛

同していただいたうえで人集めなど会の開催に尽力い

ただいた。地元説明会には，対象者39名のうち，岩柄

集落・大野集落合わせて21名の森林所有者が参加し

た。説明会では事業のねらい，現地の状況のほか，間

伐するには補助制度を利用すれば負担が少ないという

ことをよく知っていただくため，造林補助事業を中心

とした間伐に関する助成制度の紹介を行った。また，

説明会のなかで，森林組合作業員であった所有者など

が，森林組合受託施業での間伐を勧めてくださり，そ

れを受けて同意してもらえる所有者もいた。池川町役

場地域振興課，仁淀川森林組合池川支所の方にも夜間

の会だったが出席してもらい，所有者からの質問に対

する応答をしてもらうなど，全面的な協力をしていた

だいた。町内の森林所有者への個別訪問は，岩柄・大

野集落以外の所有者を中心に，説明会に来なかった所

有者を合わせて,AGが手分けして訪問した。こちらの

活動趣旨に対し，所有者の反応はおおむね好意的で，

幾人かは自分の所有森林の間伐を引き受けてくれた。

これらの地元説明会・個別訪問と並行し，町外所有者

に対しては郵送による間伐推進のお願いとアンケート

調査を実施した。

活動の実践結果

AGによるこれらの取り組みの結果，面積にして

1641ha,全体の約半数に当たる28名の森林所有者が

間伐に同意してくれた。同意してもらった森林につい

ては，今後，受託施業を中心に来年度以降の間伐着手

を見込んで森林組合とともに取り組んでいる。また，

一部は今年度森林組合受託により間伐を実行中である。

間伐の同意を得る作業は今後も継続して行っていくつ

もりである。同意してもらえなかった所有者もいたが，

その理由をアンケートの集計結果より探ってみた。ア

ンケー1,は29名が回答した｡間伐のできない理由とし

て最も多かったのは，高齢化により自分でしたくても

できない，後継者がいないというものであった。次に

多かったのは経費がかかる，木材の価格が安いという

ものであった。このほかでは，所有森林から遠距離に

いるためなかなか間伐をしようという気が起きない，

境界が不明のためしたくてもできないという理由であ

った。また，所有森林での過去10年間の間伐実施面積

を聞いたところ，約3割は手入れをしておらず，無関

心で無回答の方も含めるともっと多いのではないかと
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推測され，今後の間伐予定については，予定なしと答

えた人が32％いたが，過去10年間に間伐を実施して

いない人のうちかなりの人が，今後も間伐の予定がな

いと回答したのではないかと推測された。所有森林面

積については，10町歩未満の所有者が全体の86％を

占め，自分の山だけで林業経営をしているような人は

ほとんどいないことが判明した。

活動の今後の課題

今後，間伐を普及していくうえでの提起を三つ挙げ

る。①森林所有者の間伐への認識や同意は，所有者に

よっては「人に勧められれば」という程度の消極的な

ものなので,AGや森林組合による｢ここに頼んでくだ

さい｣，「こういう事業を使ってはいかがですか」など

のように，具体的な働きかけが効果的である。そのた

め，役場の地元座談会，森林組合の総会の場などを活

用し，働きかけを根気よく行っていくことが重要であ

る。②高齢化，山林に関心の薄い孫子への世代交代で，

自分の森林を自分で施業管理することのできる人の減

少が深刻になっており，これからは土地の境界線の確

保や定期的な森林施業のため，信頼のおける山番が不

可欠な時代になっている。このままでは，手入れをす

る気があっても，境界確定等の手続きが困難を極める

だろう。これは，身内に適任者がいるに越したことは

ないが，不在村等でそういう人の心当たりがない所有

者に対し，森林組合が信用面，費用に対する安心感を

前面に打ち出して営業し，地元の山番的な存在になる

ことを勧めたい。また，そのことによって森林組合に

も利読があるような仕組みをつくっていく必要がある。

そのためには，まず，所有者に境界を知ってもらうこ

とから始め，自分の山に興味を持ってもらう取り組み

をすることが必要である。③今後，齢級的にも搬出間

伐の時代になっていくが，自伐林家が減少しているな

か，森林組合受託による搬出間伐が赤字になるという

現状を変えていく必要力ざある。そのために，森林組合

が委託施業で集めた森林を団地施業するとともに，黒

字の間伐で儲けようという森林組合の意識を育てると

ともに，そのための技術力が向上するようにAGが協

力していく必要がある。

拠 轤"
新路体林道工法の

東北森林管理局米代西部森林管理署土木係長＊いいづかけいじおおぜきちがおさとう鳶こと

森林整備課設計指導官葉林道審杳係長堂 飯塚敬二鶏大関千賀男驚佐藤誠
＊

はじめにり法面からの雨水といっしょに側溝に流れる構造が一

近年，森林の機能に対する要望が多様化，高度化す般的で，路床内の水分が増加するため，車両の通行に

るなかで，特に公益的機能の高度発揮に対して国民の伴い路盤材が路床内にめり込み，反対に中央付近およ

要請が高まってきていることから，国有林においてもび路肩の路床土が盛り上がる現象が多々見られた。

多様な森林の整備が行われている。また，国有林林道このような現象を防ぐため新路体林道工法では，路
の開設に当たっても，自然環境に配慮した設計，施工床の谷側を5～7％の勾配で低くし，この上にゴム製

が強く求められている。のペーブマットを敷き砕石を敷くことによって，雨水
かんげき

東北森林管理局管内では,昭和62年から林道の路体が砕石の間隙を伝わって谷側に流れる構造にした。
構造を見直し，林地保全，自然環境維持の観点から新昭和62年当初は路肩の砕石留めに木材を使用した

路体林道工法を進めてきた。平成8年度に当署管内，が，木材は腐朽しやすいことから路肩部分に普通フト

曲谷沢林道新設工事においても，谷側の路肩にパネルン篭を施工した工法に改良した。しかし，この場合，

式特殊フトン篭を使用した新路体林道工法を施工し，車両の走行によりフトン篭が側圧を受け，谷側に移動

施工後，4カ年にわたり路体の損傷，透水性の変化，する現象が生じたため，この移動現象を防止するため

パネル式特殊フトン篭の変化等について，経過観察をに，パネル式特殊フトン篭による工法を施工した。

実施してきたので，その調査結果について報告する。パネル式特殊フトン篭は，パネル式になっている篭

新路体林道工法の構造枠をコイルで緊結し，台形の形に組み立て，詰め石を
従来，林道上に降った雨水は谷側に流れるか，切取入れ，控えの部分を路床にアンカーピンで留めてある

,』|',』|'
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ため，控えの部分が敷砂利で押さえられ，また，

タイヤからの荷重に押されることから，フトン

篭の外側への移動が抑えられる構造になってい

る。

経過観察結果

工事施工翌年の平成9年度から12年度まで

の4カ年にわたり，次の4項目の調査を行って

きた。

特殊フトン篭の変形，滑動および耐久性：6カ

所に測定杭を設定し，砕石を積載したダンプカ

ーが5～25回往復走行した後のパネル式特殊

フトン篭と測定杭までの距離の変形量を測定し

た。その結果，最大で8mm,最小で1mm,平

均で3mm前後のズレしかなく，施工時の原形

を保っていることが確認され，特殊フトン篭の

控えの部分がアンカーピンと路盤材に押さえら

れ，変形および横方向への滑動力§なかったこと

が実証されるとともに，路肩部分の安定および

路盤材の飛散防止の面からも評価された。また，

目視の結果，耐久性についても変化は見られな

かった。

雨水の透水性：着色した水を路床の上から流し，

路肩および林道沿い下方に流れてくるまでの時

間を計測した｡透水速度は,平成9年度が47m

／分,10年度が2.8m/分,11年度には1.4m

／分と遅くなり，12年度は2.1m/分であっ

た。調査時点の路盤材に含まれる水分量によりラた。調査時点の路盤材に含まれる水分量により差が生

じたのか，あるいは運材車両の通過に伴い路盤材が締

め固められ，透水速度が遅くなったと考えられるが，

目的とする横断方向へ分散排水させるという初期の目

的からすれば，十分機能を果たしている。

また，路床に敷いたゴム製のペーブマットは，ほと

んど変形，ズレがなく，当初施工した状況と何ら変化

がなく，路床の安定が図られていると推測された。

路盤材のふるい分け試験：掘り起こした路盤材を網目

2.36～80.0mmのふるいで分け,粒径別の重量を測定

した｡平成9年度と比較し,10,11,12年度は,網目2．36

mmのふるいを通過した土砂分が増加した。これは，

運材車両に付着し運び込まれた土砂や車両の通過に伴

い砕石同士が擦り合い，ラン（砕石の粉）が増加した

ためと考えられる。

透水性を良くするためにランの少ない砕石を使用す

ると，砕石のかみ合わせが悪くなり，車両の走行に支

障をきたす。そこで，今回の施工では,JIS規格S-

で緊結’

▲パネル式特殊フトン篭の構造

車両

’

▲新路体工法一パネル式特殊フトン篭使用

80～S-5を混合して用いることで，透水性の時間変化

はあるものの，砕石の締まり具合も良く走行に支障が

ないことが判明した。透水性を保つためには，3年に
か

1回程度，砕石の掻き起こしが必要と思われる。

開設後の維持修繕について：開設後，平成9年度に直

営生産事業が入り，10年度からは立木処分がなされ，

1万rn3以上の材が搬出されている。新路体の林道に

接続した従来工法の林道では，路床の軟弱化のため，

150m3以上の砕石が投入されているが，新路体林道工

法区間では砕石投入の要がなく，維持修繕費用が軽減

された。

おわりに

今回施工した改良新路体林道工法は，車両の走行性

を確保するとともに，路体自体に排水機能を持たせ雨

水を広く林地に拡散還元するなど，自然環境に配慮し

た工法である。今後も，林道新設工事および林道改良

工事箇所に，現地の林況，予算事情も考慮しながら施

工していきたい。
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複層林施業技術の開発について §

ひらまつし.kういちみずのみきお関東森林管理局森林技術センター

森林技術専門官＊業務第一係長* 平松昭一*水野幹男＃

はじめに

近年，森林に対する国民の要請が多様化・高度化す

る一方，木材IIIi格の低迷等による林業の採算性の悪化，

世代交代による林業経営への関心の低下等から，必要

な森林の整備が-|一分に行われなくなっている。このよ

うな状況を踏まえ，公益的機能の高度発揮に配慮した

森林施業の一つとして「複層林の合理的施業技術を開

発し，民有林における複層林施業導入の促進・定着を

図る」ことを目的に，平成7年度から6年間，技術の

開発に努めてきた。

試験内容

複層林施業には，公益的機能を高める，多様な木材

生産や育林作業の省力化が可能といった特長があるが，

照度不足により下木の生育が劣り，特に形状比が高く

なるため冠雪害等を受けやすい，伐採・搬出に高度な

技術がいる，伐採・搬出および維持管理等がコスト高

になる，施業が集約的になるため搬出路網が必要，と

いった課題も残されている。今回は，下木の生育に大

きく影響する照度管理，伐採・搬出時に下木に与える

損傷などの問題改善に向け，伐採を帯状に行う帯状複

層林について試験を行った。検討内容は，①帯状の伐

採i隔と照度，②帯状の伐採幅と下木の生育状況，③皆

伐新植と複層林下木の生育状況，④伐採・搬出時にお

ける残存木の損傷，である。2～6列の帯状伐採を行

う帯状区と，単木を単位とした点状伐採を行う点状区

を設定し，比較検討した。また調査内容は，①林内相

対照度の状況，②下木の生育状況，③残存木の損傷状

況，④伐採・搬出功程，⑤下木の保育功程，である。

試験方法と結果

試験地の概要：試験地は，奥久慈森林計画区；福島県

東白川郡塙町大字真名畑字入山国有林49林班に,小班

の42年生のスギ林(8.60ha)と，阿武隈川森林計画

区§福島県石川郡玉川村大字四辻新田字東野国有林

205林班う5小班の60年生のスギ･ヒノキ林(3.45ha)

である。

試験地の設定および伐採幅植付け方法等：帯状区の
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伐採幅は植列を基準として3伐3残～6伐6残のほか，

2伐4残，3伐4残，4伐8残と多様にした。伐採帯

の方向は，照度の確保や効率的集材を行ううえで有利

性を保てるよう考慮した。植付け樹種は，スギ・ヒノ

キとし，普通植え，チドリ植え，3．4列交互植えと

した。

林内照度の推移：伐採直後の林内照度は，下木の生育

に必要な照度（15％）をほぼ全試験区で確保できた

が，伐採から5年経過した時点で，両試験地とも樹冠

のうっ閉により照度が低下した。特に点状区および2

～5伐区の低下が著しく，6伐区は比較的低下率が低

かった。また，点状区においては，照度確保のため平

成10年度に枝打ち作業を行ったが大きな改善は見ら
せんこう

れず，枝打ち後に不定芽が発生したことや穿孔虫の潜

入等による材質への悪影響が懸念されたため，枝打ち

作業は1回限りとした。

下木の生育状況：スギ・ヒノキともに平均年伸長量は

帯幅が広いものほど，成長がほぼ良好である結果が得

られた。下刈り実行の有無による成長の顕著な差は認

められなかったが，スギの枝張りはわずかながら下刈

りを実施したほうが良い傾向にあった。形状比ではヒ

ノキがほぼ100以上で，スギがほぼ80以上であるな

ど，ともに細長の形状となっていた。植付け方法別に

よる成長状況については，いずれも特に顕著な差は認

められなかった。

各種作業功程：伐倒はリモコンチェーンソー，集材は

トラクタによる全幹集材,造材は移動式玉切り装置(名

古屋式）により行い，点状区については集材時の残存

木の損傷を防ぐため『当て木」を施した。局平均の単

層林皆伐と比較して，点状区・帯状区一括の伐木・集

材作業功程は掛かり増しの結果となり，造林作業功程

に関してもヘクタール当たりの功程は低いものの，伐

採面積が50％であることから掛かり増しとなった。

伐倒・集材時の損傷状況：損傷は，伐倒時には発生し

なかったが，集材時に根張り部に発生し，帯状区に比

べ点状区での発生が多かった。しかし，損傷は軽度で



枯損の恐れはなかった。

考察

複層林施業のデメリット軽減対策等：結果は以下の4

点にまとめられた。①かかり木の発生，伐採・搬出時

の下木などの損傷，搬出コスト，下木の生育状況等を

勘案して，伐採の帯幅を樹高の1/2以上(10m以上）

とすれば，皆伐新植地の生育に比べ若干劣るものの，

ほぼ満足できる生育が確保できる。②点状および前記

①以外の伐採幅では，前記①の生育をさらに~ド回るう

え，形状比も高くなる。③帯状伐採の場合は点状伐採

ほど残存木を傷める心配はなく，高度な伐採技術も求

められないと考えられる。④今回の試験では，伐採帯

が縦帯の場合でも伐採・搬出にかかわる表層土壌の流

出等は見られなかった。以上より，点状よりも帯状を，

帯状の場合の帯幅は樹高の1/2以上(10m以上）とな

るように実施すれば，複層林施業のデメリットは軽減

できると考えられた。

複層林施業の考え方：対象林分は，公益的機能を重視

した施業であることから，林道・作業道が整備された

中程度の傾斜地であることが望ましい。伐採方法は樹

高の1/2以上(10m以上)の帯状伐採で，林内照度が

最大限に確保できる伐採帯の方向を選択することが望

ましい。保育方法に関しては，残存木（上木）の林縁

から2m程度の余幅を持って植え付けることが望ま

しく，スギ・ヒノキ両樹種の生育が可能な場合，耐陰

性の強いヒノキを選択することが望ましい。下刈りに

ついては，実行の有無による顕著な差が認められない

ことから，隔年の実施でも支障ないと考えられる。上

木の枝打ちは，不定芽の発生や切り口からの腐れ防止

の観点から実施しないことが望ましい。帯状複層林の

場合の植付け本数は，余幅を考慮した本数にすること

が望ましい。

まとめ

この報告は,平成7年度から平成12年度までの初期

保育段階について取りまとめたものであるが,調査方

法等にもいくつかの問題点があったと反省している。

今後，下木の成長に伴った保育作業などに努めながら

経過観察を行い，再度調査報告を作成したい。

|韮蕊鱗簔猿繊套懲議簿;’ 第48回林業技術コンテスト

農閑期を利用した集落フォレスターヘの挑戦

高知県森林局中央林業事務所嶺北林業振興事務所主任鍬

高知県高岡郡東津野村芳生野をよくする会鳶

議欝識蕊､蕊蕊綴■■■鶴一

いとう鰯蕊とだゆうじ

伊藤登*戸田誘二＃

はじめに
よしうの

芳生野地区は高知県高岡郡東津野村のほぼ中央に位

置し，同地区の84％に当たる1,080haが森林という

山間地域である。しかし，全世帯74戸の保有山林規模

は大半が零細のうえ，近年，林業収入が見込めないこ

となどから山への関心は薄く,18haの耕地を利用し

た農業（主にハウス園芸）で生計を立てている。しか

しながら，就労の場がないことから過疎化，高齢化が

進み，地区に活気がなくなってきている。

そこで，収入の増加と就労の場を確保し，若者の定

着を図り地区を活性化させる一手段として，地域の森

林資源を活用した「複合経営」の取り組みに乗り出し

たので，その経過を報告する。

技術研究の経過

平成11年度から高知県須崎林業事務所林業改良指

導員の協力を得て，森林経営のノウハウを地区全体で ▲①先進地（サラリーマン林業）視察

林業技術No.7262002.9-⑲



卦②作業道開設研修

▲④村外林研グループとの合同安全講習会

学んでいる。また，所有規模が零細であり，農閑期も

まちまちであることなどから，まず作業道を開設し，

施業可能な時期に間伐を実施し，自家労力とコストの

削減による間伐収入を得ることを目的とした。

地区住民で組織する「芳生野をよくする会」に林産

部会を発足させ，林産部会を核として先進地視察，林

業経営に必要な技術の習得，林業を理解し深める学習

会や研修会を積極的に実施した。

実行結果

視察や林業技術向上の研修等を重ねていくうちに，

自伐林家として農閑期の間伐施業をすることは十分可

能であると考えられた。そこで,平成13年2月にコス

ト削減を図るため，県と村の支援を受け，バックホウ

と林内運搬車を各1台共同購入した。そして，農業主

体の集落において，あきらめていた森林資源の有効活

用に向けた兼業自伐林家としての道を歩み始めた。

⑳－林業技術No.7262002.9

▲⑤野生きのこ採取および調理研修の中の同定会風景

q③購入機械（バックホウおよび林内運搬車）による間伐材搬出研修

▲⑥地元小学生との炭焼き体験学習会

平成12年度には作業道11路線1,400m,13年度に

は6路線2,300mを開設し，作業道沿線の間伐を260

n]3実施した。

考察

近年，木材価格は低迷しているが，やり方次第では

十分収入につなげることが可能である。今後も，農閑

期をフルに活用して，バックホウと林内運搬車による

集材システムを主体とした間伐を実施し，収入の増加

に向けた取り組みを行いたいと考えている。そして，

われわれの林産活動が地区全体に広がり，林産部会が

受託事業体として活躍し，就労の場の確保へとつなが

っていくことを期待する。

また，林産部会は林業経営のみならず，導入機械等

を広く活用し，地元住民，地元小学校や農業関連等へ

の地域貢献を考えた活動を展開し，地域の活性化に努

めていきたいと考えている。



旧奉林業技術協会理事長賞’ 第48回林業技術コンテスト

カラマツの間伐推進と需要拡大Part2

中部森林管理局名古屋分局岐阜森林管理署

荘川事務所治山士木係長

まえだひでたか

前田英孝

間伐対象林分の優先度を決定した。また，林内作業車

に対応した幅員を確保し，かつ，伐倒木を極力少なく

するため，今回は，長期協定システム締結業者の所有

するフォワーダを想定し，規定されている最大l隅3．5

mで作設したが,作業スペースを取っていなかったの

で，今後は間伐実行時を想定し，作業機械の作業性を

確保しつつ，極力立木を残す設計にする必要がある。

安全で長持ちする作業道にするため，機械の自重によ

り沈み込みや横滑り等の危険性のある場所には末木枝

条を敷き込み滑り止めとし，路面侵食の恐れのある場

所には横断溝を敷設し，排水対策を行った。また，ク

ローラタイプ専用としたので，ホイールタイプの車両

が入らないように作業道入口に看板およびゲートを設

置した。

利用推進について：昨年度から，取り組み内容を広報

誌や業界新聞で取り上げていただいた。買い取り業者

も独自にパンフレットを作成し，一般の方や学校関係

者などに配布した。当所においては，内装を木質化し

た小学校に丸太の標本を寄贈し，子どもたちに，より

一層木に興味を持ってもらう機会をつくった。また，

需要拡大のため，2年前から関係機関にお願いしてき

たカラマツ間伐材の利用は県により具体化され，長良

川河川工事の木工沈床により利用が図られており，白

鳥町が平成12年度から進めている公共施設での木材

はじめに

当事務所管内では,昭和30年代に盛んにカラマツが

植林され，造林面積は約1,700haと管内人工林の23

％を占めているが，造林地がスギ，ヒノキ林分に比べ

奥地にあるため，搬出コスト,111i格面等から優先度が

低くなり，間伐の遅れが懸念されている。昨年度報告

した「カラマツの間伐推進と需要拡大」の取り組みを，

今年度どのように進展させたかについて報告する。

平成12年度の取り組み

平成12年度の取り組みでは，図のように，高性能林

業機械を用いた列状間伐の実行と，公共施設や治山林

道工事での間伐材の利用を並行して進めることができ

たが，以下のような課題が残された。

まず列状間伐については，ウインチ付きグラップル

を用いたため，間伐対象地が林道から1001n以内のエ

リアに制限されるため，エリアの拡大の必要性がある

ことと，機械的に選木を行うため径級がばらつき，各

径級ごとに販路を拡大する必要があることである。ま

た，間伐材の利用推進に当たっては，一般の方々にも

間伐材利用の必要性を知ってもらうことと，間伐材の

需要創出への一層の取り組みが必要であることがわか

った。また，工事での利用では，工種によってコスト

高，現地施工工程の増加が生じたことである。

平成13年度の取り組み

列状間伐について：間伐可能エリ

アの拡大は，作業道の開設により，

また，利用径級が多い箇所に作業

道ルートを選定することで，径級

のばらつきの解消を試みた。作業

道は尾根上を基本として約1,000

m作設した。計画延長は3,950m

で，これにより73haの間伐が可

能となった。

作業道のルート設定に当たって

は，当面の収穫，将来的な施業，

林地保全などを総合的に勘案しつ

つ，山見を行い，ルー|､の選定や

－ 〆 ‐、

白鳥町

カラマツ材を

●公共施設で使用
L ノ

〆

荘川事務所 連携

、〆

木材業者
カラマツ林分で

★列条間伐を計画

発注
一

械
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看
●
●Ｉ
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★土木工事
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▲平成12年度の取り組みの概要
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利用は，利用者の評判もよく13年度も引き続き行わ

れ，カラマツ材は壁や天井等で使用された。カラマツ

材を使用した木製修景型枠のコスト高等に関しては，

間伐材をパネル化しコストダウンや施工性の向上を図

るなど改善を加えた。

中長期的課題

2年間の活動を通じてわかった中長期的課題は次の

とおりである。①高性能林業機械と作業道の組み合わ

せは非常に有効であり，今後の主流として活用の幅を

広げていく検討が必要である。具体的には，高性能林

業機械の稼働率向上によるコスト削減やオペレーター

の技術向上を図る必要がある。②長期的な施業予定を

見据えた作業路網の計画に際しては，作業道作設のノ

ウハウの蓄積や職員の技術向上などにより，利用価値

の高いものとなるよう工夫をする一方で，環境への配

慮も併せ持ったものとすることが必要である。③列状

間伐に関しては，対象林分の将来あるべき姿や地形等

に合わせて適切に伐区，伐採幅，伐採木等の選定がで

きるように職員の技術向上が望まれる。④公共施設で

の木材利用推進のためのPRについては,今回は,業界

関係者やふだんから関係の深い自治体が中心となった

第48回林業技術コンテスト

森林ボランティア等における
安全について
四国森林管理局香川森林管理事務所
調整官（総務担当)＊基幹作業職員＃

はじめに：当所管内には地元地域との関係の深い里山

的森林が多くあり，ボランティアによる体験林業や森

林教室，に|ｺ・高校生によるインターンシップ等を行う

など，「開かれた国有林｣を実践しているが，こういっ

た活動への参加者が安全に作業を行うためにはどのよ

うな配慮や研修が必要となるのか，当所の「石清尾ふ

れあいの森」での安全活動を中心に発表する。

ふれあいの森の概要：ふれあいの森は高松市中央部の

栗林公園の裏側に位置する森林で，昨年7月に香川県

と当所において24.62haが協定された｡立地条件もよ

く，四季を通じて市民の憩いの森となっている。匹|国

唯一の都市近郊林での住民ボランティアの参加を主体

としたもので，国民参加による森林整備への寄与が期

待されており，今後5年間，県が募集する森林ボラン

ティアを中心に森林整備を行うこととしている。

⑳－林業技術No.7262002.9

ことから，さらに一般の方へのPR活動を自治体等と

連携して実施することが必要である。⑤教育分野との

連携に関しては，子どもたちにこの活動に関心を持っ

てもらうため，「総合的な学習の時間｣を利用した当所

主催の森林教室などを開催する。⑥自治体，業界との

連携に関しては，今回の取り組みは量的に限られたも

のでさらに需要拡大が必要なことから，自治体や関係

業界とより連携し情報を共有しつつ，量的拡大を図っ

ていくことが重要である。⑦治山・林道工事での間伐

材の使用例は増えているが，コスト面や技術・施工性

の開発，工事目的への適性や腐れなどの問題もあり，

これらの問題を解決しつつ使用を拡大していくことが

必要である。

まとめ

今回の取り組みは，カラマツの間伐推進と需要拡大

を目的としたが，間伐推進をいかに需要と結びつける

かが重要であるということをあらためて感じた。これ

らの取り組みをスギ，ヒノキ等にも生かし，管内の人

工林が健全に育成されるよう，今後とも努力していき

たい。

ﾛ－

一一

もりながしlﾘ】ういちやまもともとい

森長秀一*山本某鳶

安全研修の概要:本年度は，森林ボランティアを募集

し，香川ボランティアリーダー養成研修会を年6回の

計画で実施している。当所も講師の依頼を受け研修受

講者に対し，刃物の研ぎ方や取り扱い方，服装や歩行

動作など山林作業での基本的注意事項の説明を行い，

続いて実践演習を行った。また，局管内においても例

年刃物類による災害が発生しており，また，森林官に

ついては，実際に現場において刃物を取り扱う機会も

多いため，職場内での安全研修も進めている。

おわりに：今後とも，森林ボランティアへの安全指導

方法や，職場内での安全な作業・刃物などの取り扱い

の基本を確認しながら，体験林業への参加者に適切な

安全研修や指導ができるよう安全技術の向上に努め，

より安全な体験林業を実施していきたい。
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赤沢ヒノキ美林における
天然更新について
中部森林管理局森林技術第一センター
森林技術専門官＊業務第二係長＃

はじめに：赤沢ヒノキ美林の大半はヒバが下層林を形

成しており，将来ヒバ林に移行する恐れがある。昭和

58年ヒノキ林の永続を図るために設定された「赤沢ヒ

ノキ林の施業実験林｣において，上木抜伐り15年後の

ヒノキの更新状況を調査したので報告する。

施業実験林の概要：本実験林は，木曽森林管理署管内

小川入国有林100はn，は2，はg林小班（総面積10.18

ha)で,昭和58年から3カ年にわたり順に照度条件改

良のための上木抜伐りを行った。

調査結果：は,’は2，は3林小班の抜伐り後の残存木本

数はそれぞれ，99本/ha,118本/ha,157本/ha

であり，樹種ごとの本数割合ではヒノキが3小班とも

90％以上であった。各調査地におけるヒノキの稚樹生

存状況・稚樹高および相対照度・樹冠密度について調

査した結果，種子の豊凶・落葉層の厚さ・稚樹の成長

第48回林業技術コンテスト

零
みむらはるひこいぐちさとし

三村H吉彦*井口智＃
とうた

に伴う自然淘汰などの，稚樹生存状況への関与が推測
か

できたほか，次の4点がわかった。①地掻きは種子の

着床・発生促進に有効である。②相対照度には樹冠密

度だけでなく枝下高が関与する。③相対照度の低い箇

所では稚樹は成長不良である。④相対照度と稚樹高に

は比例関係が認められる。

まとめ：全体的にヒノキの稚樹発生不良箇所が多いこ

とから，まず地掻きによる発芽促進と，稚樹の生育促
かんぽく

進のために潅木の処理による照度確保が必要である。

さらに照度が必要な場合は，コス1,面を考慮して枝落

しよりは受光伐を行うべきである。赤沢ヒノキ美林に

はササがないことから，照度の確保を適正にすればヒ

ノキの天然更新は可能と考えられる。今後，単木的に

相対照度と成長量について追跡調査を行うことにより，

照度と成長量の関係を明らかにしていきたい。

近畿中国森林管理局兵庫森林管理署

加古川森林事務所森林官

匙

語

列

国

L

森林ボランティア活動の受け入れ地

選定に当たっての考察

ずずざともゆき

鈴木知之

竃

偽

はじめに：近年，国有林においても，森林ボランティ

ア活動のためのフィールドを提供している。しかし，

まだまだ活動地に対する潜在的な需要があることが考

えられ，開かれた国有林を実践するうえで，森林ボラ

ンティア活動と一体になった展開を図るのならば，活

動者のニーズを知ったうえで受け入れ地を選定するこ

とが必要である。そこで，ボランティア実施者にアン

ケートを取り，その動向をまとめたので報告する。

アンケート概要：アンケート調査は,｢ひょうごの森の

倶楽部｣の会員895名のうち,無作為に抽出した200名

を対象に郵送形式で行い，今後の希望を知ることを目

的に，全16項目について回答してもらった。返送され

た回答総数は133通であった。

結果および考察：森林ボランティアに参加している人

は、50代･60代が最も多く，交通手段としては自家用

車．バイクを利用し，活動内容としては森林整備作業

を自主的に，楽しくできる範囲内で求めていることが

わかった。また，炭焼きを求める声も多かった。林相

としては，落葉広葉樹林を求める意見が多いが，人工

林での活動も~|~分歓迎されると考えられた｡活動地と

しては，ほとんどの人が現在より近くの場所を希望し

ており，駐車スペースや交通の便が良いことが求めら

れていた。また，人里離れた奥地を希望する人も34％

おり，宿泊施設を希望，そのような条件を備えた場所

が適地であるといえる。

今後の課題：今回の調査では，都市部に住む人が多か

ったため，中山間地域に住む人の意見も取り入れる必

要がある。また，森林管理箸の管轄を超えた適地のリ

ストアップなども検討するとともに，積極的な場の提

供と，実践を具体化することが課題であろう。
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東大旧樺太演習林の森林土壌
塘隆男*
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まえがき

日露戦争の勝利の結果， ;陣太島の南半分が日本領土

となり，トドマツ，エゾマツを主林木とする豊富な森

林が日本(機太庁)に帰属することになった。明治

45 (1912)年，比較的交通の便利な小田寒川，相川流

域の一部の森林が東京帝国大学樺太演習林として樺太

庁より移管された。

私は昭和15年，樺太演習林の森林土壌を調査して，

その報告書が卒業論文として認められ，昭和15年12

月に東大を戦前の繰り上げで卒業した次第である。

現在は昭和20年の太平洋戦争の敗戦により日本領

ではなくなり，附単には行くこ とが困難になったので，

私のったない調査資料でも一般の山林家に多少なり と

も参考になるのではないかと思い，筆を執った次第で

ある。

東大旧健太
演習林

稚内

企図① 演習林の位置
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1. 東大樺太漬習林の概要

(1) 演習林の位置，地勢，地質， 気象

i降太は東はオホーツク海，西は日本海との聞に介在

し，西は間宮海峡を隔ててロシア沿海州に対し，北は

北緯50.の線がロシアとの境界であった。

地勢は東部山地帯，中央低地帯，西部山地帯に大別

され，東西の山地平lfはそれぞれ北から南へと走り，そ

の中間都が中央低地帯である。 旧演習林(以下， t策溜
がが

林)は図①に示す所にあり，峨峨たる山岳地ではなく ，

大部分が多少起伏のある丘陵状の山林である(写真

①)。

がi溜林の大部分は第三紀層に属し，小E日寒岳などの

分水嶺一帯の高地は中生層より成り，河川流域の低い

台地および低湿原は第四紀層に属する。演習林内に見

られる小1:1:1楽層は黒色硬質頁岩の薄い居と厚い砂岩間

との互閣である。

企写真① 上方から見た演習林



▼表①気象条件（落合町観測所）
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気象観測は演習林に近い落合町観測所の記録があり，

表①に示すとおりである。

演習林は気温寒冷にして，年平均気温は1.8｡Cにす

ぎず，北海道北端の稚内市の6.3｡C,札幌市の8.0｡C

よりはるかに低い。1月の最低気温は-20｡C以下まで

降下することも珍しくない。しかし7～10月の平均気

温は15｡C,雨量は1,091mmに達し,1､ドマツ，エゾ

マツの成長には不利な条件とは考えられない。昭和11

年，予期しない台風が豪雨を伴って来襲し，多数の風

倒木が発生し,私が16年に演習林を訪れたときにトド

マツ，エゾマツの倒木更新を見ることができた（写真

②)。内地では珍しい風景である。

(2)演習林の森林概況

東大旧樺太演習林は,年平均気温が1.8｡Cで5°C以

下であるから亜寒帯林（シラベ，トドマツ帯）に属し，

トドマツ，エゾマツの針葉樹林が大部分を占め（約65

％)，河川沿いにはヤナギ，ハンノキ類の広葉樹林，ま

た山腹上部にはエゾダケカンバ，ミヤマハンノキなど

の広葉樹が針葉樹と混生する。さらに上部の山嶺近く
かんぽく

になると低潅木笹生地→ハイマツ帯と移行している。

演習林の林況を面積的に大別すれば，表②に示すと

おりである。

林木の大きさは場所により異なり，大径木もあるが，

だいたいは直径40cm,樹高20m内外の中径木が多

く，蓄積は200～250m3/ha内外である。もし昭和20

年以降ソ連（現ロシア）に帰属して適当な施業を行っ

ていれば，今ごろはりっぱな大径木となっているであ

ろう。一度行ってみたいが85歳の私には不可能であ

る。なお，トドマツとエゾマツの混交割合は本数で

▲写真②倒木更新
(幼木が風倒木の上に一列に並んで天然更新している）

100:56,材積で100:65で，トドマツのほうが多い。

また，演習林の森林を樹木群落的に見ると，私より

2年前に演習林で調査された故・岩川盈夫氏は，次の

ように分類されている。

＊＊＊

｜）トドマツ，エゾマツ混交林

A.トドマツ，エゾマツ群叢

海抜500m以下の演習林はもとより樺太の代表的

群まで，面積的にも最大で森林施業上最も重要である。

地床植物としてはオクヤマシダ，チマキザサ，ゴンケ

ンスゲ，エゾクロウスゴ，ヤマドリゼンマイなど。

2）針広混交林

林業技術No.7262002.9－⑳



▼表②面積別林況(ha,%)

トトミマツ，エゾマツ混交林（針葉樹林）

針広混交林
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悪岸防風防潮林
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40247
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８
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計21,83454ha

B.トドマツ，エゾマツ，エゾノダケカンパ群叢

Aのトドマツ，エゾマツ群叢と後述のEのハイマツ

群叢との推移帯にある。地床植物としてはチマキザサ，

オオバスノキの優占する所と，ヤマドリゼンマイ，エ

ゾアザミなどが優占する所がある。

C.トドマツ，エゾマツ，ミヤマハンノキ群叢

山頂近くの急傾斜地にあり，面積的には小さい。地

床植物はオガラバナを主として，ウコンウツギ，オク

ヤマシダ，ミヤママタタビなど。

D.トドマツ，エゾマツ，ケヤマハンノキ群叢

比較的低地の泥炭地に現れる。地床植物はヤマドリ

ゼンマイ，エゾクロウスゴ，カサスゲなど。

3）グイマツ林

海岸地帯の低湿地で泥炭化した所に生育する。地床

植物はヤマドリゼンマイ，エゾクロウスゴ，カサスゲ

など。

4）ハイマツ林

E.ハイマツ群ま
ぼ

山頂付近にあり，高さ2m前後のハイマツ群落｡詞
ふく

旬性である。地床植物はオオバスノキ，コケモモ，エ

ゾクロウスゴなど。

5）広葉樹林

Fヤナギ，ケヤマハンノキ，ミヤマハンノキ群

叢

広葉樹の純林で，河畔の堆積土に成立する。地床に

はフキなどの大型草本類が繁茂する（写真③)。

＊＊＊

(3)土壌調査地点

演習林で森林施業の重要なトドマツ，エゾマツを主

体とする1､ドマツ，エゾマツ混交林に限定して土壌を

調査した。調査したのはA,B,C,D,Eの5地点

で，その場所は~|ぐ記のとおりである。

第一調査区域（小田寒実験林）

A地点（小田寒実験林5林班f区)，写真④

地床植生：オクヤマシダ

B地点（小田寒実験林2林班e区)，写真⑤

亀

▲写真③地床植物が大
型草本で占められてい

る所（下は大きなフキ
と若き日の筆者）

ー字

識

地床植生：チマキザサ

第二調査区域（小任|寒事業区）

C地点（小田寒事業区34林班）

地床植生：ネマガリダケ

D地点（小田寒事業区34林班）

地床植生：ネマガリダケ

第三調査区域（相川事業区）

E地点（相川事業区イトウ川試験林3林班）

地床植生：オクヤマシダ

2土壌断面

土壌断面の設定は土壌を垂直的に見て，土壌の層位

の構成を見るうえで重要なものである。

調査した5地点の断面では，いずれも次のような層

位の構成が見られる。地表からAo層,A層,B層とい

う榊成で，内地土壌と同様である。

Ao層は有機物層ともいわれ,A0,,A02,Ao3の3層

に区別することができる。

Ao,層-1～2cm･落葉,落下した小枝,球果など

⑳－林業技術No.7262002.9



▲写真④A地点の林相（オクヤマシダ優占区）

▲写真⑤B地点の林相（チマキザサ優占区）

の未分解の有機物層である。冬季の積雪のため圧縮さ

れている。

AO2層一約2cm・多少分解した有機物層で,落葉

などの組織が認められる。B地点,E地点のAo2層は

64cmと厚い。

AO3層-4～6cm･落葉などがよく分解した腐

植層でヌルヌルした感触である。この層は根系，特に

細根が密生する。D地点のAo3層が2cmと薄いのは，

混生する広葉樹ダケカンバの分解がトドマツ針葉の分

解より早いのが原因ではないかと思料する。

Ao層（有機物層）の下部は鉱物層，いわゆる土壌層

で，一般に上位からA層,B層,C層に分けられる。

A層を見ると,A1層はほとんど見られず,A2層は4

~8cmのポドゾル土壌特有の淡紫色を帯びた白色の

▲写真⑥B地点の断面(A2層に灰白色の溶脱層が見られる）

▲写真⑦C地点の土壌断面(A2層に灰白色の溶脱層が見られる）

漂白層である。これは土壌に褐色の色を与える鉄，ア

ルミ成分が，酸性の土壌水のため下方に溶脱し白色を

呈するので，溶脱層ともいわれる(写真⑥，⑦)。カル

シウムやリン酸も下方に移動しているので植物養分に

は乏しいが,B地点,D地点の断面では根系が見られ

る（表③)。

B層はB,層とB2Ig(またはB－C層）に分かれる。

B,層は約10cmで濃褐色を呈する。これはA2層から

鉄Fe203やアルミAl203が溶脱，移動したためである。

したがって,B,層は集積層ともいわれる。C地点とD

地点ではB,層の厚さがそれぞれ4cm,18cmと大差

を示す。地床植物の根系の発達は見られるが,D地点

を除いて林木の根系は少ない。

B2層は20cm前後の黄褐色の土壌で，根系はほと

林業技術No.7262002.9-⑳
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３んど見られない｡A地点を除いて,40～50cmの所に青

灰色のグライGley層が認められる。地下水位は夏季

でも57cm前後と高く還元的である。

各地点の土壌断面の概略を示すと図②のとおりであ

る。

3土壌の化学性

土壌の化学性を示すと表③のとおりである。旧樺太

演習林の土壌の特徴は,pH(H20)の値が3.6～46と

極めて強酸性であることである。内地の森林土壌で最

も広く分布する褐色森林土の標準的なBp土壌では

pH(H20)は5.0～6.0であるから2'3)9いかに強酸性

であるかがわかる。

そのためA2層の塩基，鉄Fe203,アルミA1203が下

層のB,層に溶脱しているため(表③),A2層は帯紫灰

白色を呈している。灰白色を呈するのは土壌を褐色化

する鉄分が溶脱しているためである。その結果，内地

で多く見られる褐色森林土と異なり，ポドゾルPodsol

と呼ばれる成帯土壌型力樺太では出現する。この点，

脇水鉄五郎の指摘')を演習林でも追認することができ

たわけである。

土壌の炭素含量(C%)は内地の土壌に比べてA層
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▲図②土壌断面の概略

▼表③土壌の化学性
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一
一

４
判
偲
叫

1．16

023

046

008

2.23

2.74

0.90

4.07

499

164

3.5

4.2

4.6

9．7

5．9

113

0131

0.151

0.051

2.34

6.13

5．65

4.73

9.44

913

0.34

0.35

0.17

0.17

022

014

D地点

ネマガリダケ

８
個
詔

一
一
一

３
９
侶

３０
ワ
ー
１

Ａ
Ａ
Ｂ

148

018

029

264

2.48

4.81

452

14.7

8．6

3.6

4.3

0082

0.122

1.49

4.37

4.10

6.34

０
９
１
１
０
０

0.49

0.18

E地点

オクヤマシダ

３
０
２
１
ワ
ー

Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ

4～11

12～17

18～26

27～49

1.00

019

035

0.24

2.23

4.02

3.79

4.07

733

6.91

３
４
５

４
４
４

11.7

11.5

15.8

0175

0.162

0133

154

475

743

2．75

1132

9．56

0.25

020

0.18

0.41

0.52

0．37
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▼表④機械的組成（日本農学会法＃)による）

優占下

床植生

細十百分率（％）
地表からの

層位
深さcm

土性
砂分
合計

39．4

408

43．7

69．9

粘土微砂粗砂 細砂

で低く,B層で高い。窒素含量(N%)も

同様である3)。土壌水分が重力水で絶えず

下方に降下しているためと思われ，この現

象が下層がグライ化している原因にもなっ

ていると考えられる。

4．土壌の物理性

60.6

59.2

56.3

301

唾
唾
錘
鐘
一
唾
唾
唾
鐘
一
睡
種
種
函
一

208

20.8

18.6

17.3

オ
ク
ヤ
マ
シ
ダ

Ａ
地
点

62

5.2

16.0

28.8

12.4

14.8

9．1

238

２
１
？
一
３

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

5～9

12～16

21～25

30～40

23.2

155

238

7．0

296

257

36.3

64.5

70.4

74.3

63.7

35.5

0．7

12

45

44．0

57

9．0

8．5

13．5

ワ
ー
１
２
３

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

11～17

18～22

24～28

30～40

チ
マ
キ
ザ
サ

Ｂ
地
点土壌の理学性を地表優占植生別に見ると，

表④，⑤に示すとおりである。

表④の土壌粒子の機械的組成による土性

を見ると,大部分の土層が粘土60％以上の

埴土で，下層では粘土50％以~|ぐの埴壌土，

壌土となる断面が3カ所あった。大部分の

土壌粒子が直径0.01mm以下の微細な粒

子で，撤密な土壌である。透水性は不良で，
こうげき

孔隙性も少なく，林木には良好な土壌とは

言い難い。

土壌含水量は地表優占植生がオクヤマシ

ダ，チマキザサの所では40～50％で,下層

12.8

17.2

173

28.0

37.2

32.1

28.8

521

８
９
２
９
－

２
７
１
７

６
６
７
４

A2

(A2)-B,

B2

B3

B－C

10～14

15～19

20～24

26～30

32～40

2.5

3.8

2.3

2.3

21.9

11.1

92

218

エ
ゾ
ク
ロ
ウ
ス
ゴ

通 ｜類 |農
334

385

661

61.5認
62

38

9．1

103

18.1

24.4

18～22

36～40

＊低湿泥炭化地

▼表⑤土壌水分
に向かうほどやや高くなるが，エゾクロウスゴ，大型

草本の所では容積％で60～70%と高い含水量を示し

た。ヤマドリゼンマイの所は半ば泥炭地化した所で，

80～90％と全容水量より高く，常に水分が浸潤してい

る状態にあり，全層がグライ化した還元的で水分過剰

な状態であった。そのためI、ドマツの風倒木の根は，

写真③に示すように水平根だけが発達している。

土性が埴土であるから，塩基置換容量は多いので，

養分の流亡は少ない利点はある。

おわりに

東大旧樺太演習林の森林土壌について述べたが，65

年ほど前の樺太の山林での40日間にわたる山小屋生

活が走馬灯のようにいろいろなことがよみがえる今日

このごろである。

まず私独りでトドマツ，エゾマツの原生林に入った

ことである。私の泊まった事業所の小屋から調査に出

て行くとき，造林地に下刈りに行く農家のおばさんた

ちから「独りで山にいくのですか」と心配そうに声を

かけられた。おばさんたちは必ず4～5人で山に入る

熊が怖いからである。私は初日は山を案内してもらう

ため，事業所の人とともに行動したが，2日目から単

独行動である。熊が1分ぐらい前に通った直後に私が

通ったこともある。それは熊の足跡が生々しく，水が

にじんでいるからすぐわかる。土地の人によれば，熊

市壌含水量慶占下

床植生

地表からの

深さc、
層位

容水量％容積％ 重量％

オ
ク
ヤ
マ
シ
ダ

Ａ
地
点

421

507

453

655

72.6

69.6

5～9

12～16

21～25

45.8

540

52.6

ワ
ー
１
２

Ａ
Ｂ
Ｂ

566

673

68.5

11～17

18～22

24～28

469

53.5

576

41.2

46.8

42.5

沙
』
１
２

Ａ
Ｂ
Ｂ

チ
マ
キ
ザ
サ

Ｂ
地
点

79.0

74.7

667

748

71.2

652

63.4

540

44.6

A2

(A2)-B!

B2

10～14

15～19

20～24

エ
ゾ
ク
ロ

ウ
ス
ゴ

72.7

59.6

505

622

500

478

56.2

347

251

A,-A2

B!

B(g)

２
７
２

１
１
２

一
一
一

８
伯
伯

大
型
草
本
類

ヤ
マ
障
り
ゼ
ン
マ
イ

Ｅ
地
点

82.8

88.9

84.8

11～16

18～22

25～29

87.7

90.7

89.5

88.7

90.1

905

G

低湿地

泥炭化地

*100mlに換算した容水量
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▲写真⑥トドマツ風倒木の根系

(土壌が過湿なため水平根が発達し，雲下根は見られない）写真の人物は故・岩川盈夫氏

と正対すれば襲われるだろうが，熊は遠くから人の姿

を見れば熊のほうから人を避けて歩くらしい。でもよ

く熊と対面しなかったものと，今になっても思うこと

がある。

写真⑨は大泊から敷香に行く樺太でただ一つの鉄道

路線である。今はもっと開けているだろうが，当時は

家もなく草ぼうぼうの荒れた広野で，その両側にトド

マツの疎林が見られる荒涼たる景観で，ここを列車で

通ったと思えば，これまた感|慨ひとしおなものがある。

稿を終えるにあたって，今は故人となられた旧樺太

演習林長の小早川進助教授にはたいへんお世話にな

iヤ

▲写真⑨大泊から敷香までの鉄道線路

り，ご指導いただいたことを想起し，この拙文を先生

に天国で読んでいただければ，私の望外の喜びである。
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わが国の野ねずみ被害防除管理システムは
一般野生動物保護管理のモデルである

中津篇(なかつあつし）独立行政法人森林総合研究所関西支所地域研究官

私は，農林水産省森林総合研究所北海道支所（平成

13年度から独立行政法人)に21年半在職し，北海道の

野ねずみ被害防除に関する研究に携わってきました。

北海道では，ご存じの方も多いと思いますが，昭和

20年代前半から本州産のカラマツ樹種が導入され,道

内全域に広く植栽されました。しかしながら，この樹

種は北海道産ではなかったこともあってか，野ねずみ

(正確には‘エゾヤチネズミ'と呼ばれる草食性の樹木

加害野ねずみ）の食害をまともに受けました。当時の
はやり

流行言葉として｢野ねずみ防除なくして造林成らず！」

とまでいわれるほど，本種の造林木に対する被害は深

刻なものでした。

このエゾヤチネズミはもともと北海道の在来種です

が，造林を開始するにあたって北海道の未立木地が

次々に切り開かれ，広大な草地が形成され，その結果

として草食性である彼らの生息適地が急速に広がり，

このねずみの異常発生をもたらすことになったわけで

す。さらに問題であったのは，抵抗性のある土着樹種

の植栽ではなく本州産の（ねずみに弱い）カラマツを

導入したことが災いしました。そのため，その後，現

場側からの強い社会的要請もあり，産官学が総力結集

して防除に当たる必要性が生じ,昭和25年に国の研究

機関として初めて北海道支所に｢野鼠研究室」（現在は

森林生物研究グループ）が新組織として誕生しました。

ここでは，一般野生動物（シカ，クマ，イノシシな

ど）の基本的な保護管理を概説するとともに，それが

北海道で今なお続けられている野ねずみの被害防除管

理システムと基本的に同じであり，今後の野生動物保

護管理を考えるうえで一つのモデルとなると思われる

ので，以下に簡単に紹介します。

●野生動物の保護管理●

野生動物の保護管理は，基本的にはそれぞれの種や

生息場所の現況を科学的な調査により把握することか

ら始まります。そして，その対象とする種，群集，生

息地の評価を行い，それぞれの種について設定した目

標を達成するための方針を決め，具体的な対策を立て

ていきます。その対策を現実に継続・実行していくた

めには，対象となる動物の数や生息環境について常に

一定の科学的な手法により現況把握し，継続していく

ためのモニタリング調査が必要です。この継続結果が，

次の保護管理目標や方針，さらには地域区分の見直し

に反映されていきます。したがって，このモニタリン

グ調査は保護管理を行ううえで極めて重要な調査です。

特に，わが匡|のように研究・行政面でかなり遅れてい

る野生動物保護管理体制の下では，このようなフィー

ドバックの積み重ね，情報の積み重ねが非常に大切に

なります。

次に，保護管理の目標としては，簡単にいえば，減

少している種では種の存続に必要な個体数の維持・増

殖を図り，逆に生息数が増加している種では，特に被

害が問題となる場合にはその被害が問題とならない程

度にまで個体数を抑えることです。そのほか，野生動

物とのふれあいの場を保つための個体数の維持管理と

か，狩猟動物では捕獲数を維持するための個体数の管

理があります。ただし，ここで管理のための個体数の

水準を決める際には，ツキノワグマのように過度の捕

獲と被害防止との兼ね合いを配慮した共存の方策を考

えなければならず，そのためには生物学的分野の知識

のみならず，社会・経済的分野(社会科学分野)をも配

慮した幅広い総合的な知識分野が必要になってきます。

なお，この野生動物の個体数管理には，個体数の捕

獲などによる直接的管理と，生息地の保全管理による

間接的な個体数管理の二つがあります。

●野ねずみの被害防除管理システム●

北海道では，野ねずみ（エゾヤチネズミ）による造

林木被害を防ぐための基礎調査として，現在でもなお

国・道・民有林，大学演習林，林業団体などの関係諸

機関がそれぞれ中心となって，毎年3回（春･夏・秋）

一定の共通方式による個体数調査と生息場所の環境状

況把握調査,いわゆるモニタリング調査が,現場の方々

の協力・支援によって継続されています。このモニタ

リングによる調査結果と，研究機関に一部送付された

(現在，送付はあまり行われていない)エゾヤチネズミ

の標本調査に基づいて，その年の秋の発生予想が行わ

れます。

具体的には，毎年秋の初め（9月上旬）に研究機関
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や行政，民間の諸機関の関係者が一堂に集まり，それ

らの解析・分析結果に基づいて短期予想や防除対策，

さらにはその後の長期予想なども含めて総合的な話し

合いを行います。また，発生予想の際には，北海道を

一律に扱うのではなく，発生状況に応じてより細かな

地域区分を行い，地域の実態にできるだけ合った精度

の高い発生予想を行います。これら一連の流れは，ま

さに保護管理の流れに当てはまります。

また,被害の防除対策として,現在でもなお薬剤(殺

鼠剤）を':|薊心とする生息数のコントロールが主流とな

っていますが，あまり薬剤散布のみに依存しない方策

として，下刈りなどによる生息地の施業管理，一部の

可能な地域では防鼠灘の設置などの生態・物理的防除

管理も合わせて重要な防除施策として取り入れられて

います。

このように，保誕管理の基本方針として大切な生息

数の直接・間接的管理の両方の対策が取られている点

でも，またこのシステムを動かす体制が産官学一体と

なってしっかり現場に定着し継続されている点でも，

わが国の北海道における野ねずみの被害防除管理シス

テムは，日本における他の野生動物の保護管理に対し

てモデルになると考えています。

第3回世界水フォーラムの取り組み（滋賀県）

滋賀県琵琶湖環境部林務緑政課櫻井悟

●琵琶湖と森林⑮共存」「後代の人々との琵琶湖の共有｣を基本方針として，
琵琶湖は,滋賀県の中央に位置するわが国最大の湖で,そ総合保全に取り組んでいくこととしています。そして取り
の起源は400万年前にまでさかのぼることができる世界有組みを進めるにあたっては,流域単位ごとに,住民,菫業者，
数の古代湖です｡この長い歴史の中で,篝かな生態系が言ま市町村,県等の各主体が,日常生活や産業活動における簔境
れ,人間は湖の恵みを享受し共存してきました｡その中で森負荷の少ない生活や産業活動を実践し，流域ごとの地域の
林は，琵琶湖の水資源と人々の生活の両面で深くつながっ 実情に応じて協働していくこととしています。

てきました｡そして今日,琵琶湖は,近畿圏の社会経済活動また，取り組みの柱の一つとして「水源かん養」があり，
を支える貴重な水資源であるとともに，人々の責菫な憩い自然の水循環の保全として森林の保全の必要性が挙げられ

の空間として重要な役割を果たしています。ています｡そこでは,土地利用の適正化による浸透域の面的
②琵琶湖総合開発事業感確保や，山地保全施設の整備と森林整備による森林の土壌

滋賀県では，琵琶湖の自然環境の保全と汚濁しつつある層の安定化，森林管理に必要な支援体制整備等に取り組む
水質の回復を図りつつ，下流域の水資源開発と琵琶湖周辺こととしています。

の洪水防御を主な目的とし，琵琶湖総合開発特別措置法に⑬水フォーラムでの取り組み蟻
基づく国家プロジェクトとして,昭和47年度から平成8年森林を取り巻く現状は，長引く林業や木材産業の低迷を
度までの25年間，琵琶湖総合開発事業を実施しました。そ反映して手入れのされない森林が増加し，水源かん養等の
の中で森林関連事業として治山事業や造林事業等を実施森林が持つ多面的な機能への影響が懸念されています。し
し，森林の保全・整備を積極的に推進しました。かし，一方で,市民グループや森林ボランティア,NPOな
鐙琵琶湖総合保全整備計画（マザーレイク21計画)鐙どによる森林を守るための取り組みが各地で行われるよう
琵琶湖総合開発事業終了後，琵琶湖の将来のあり方ととになってきました｡今回の水フォーラムでは,これらの取り
もにその具体化に向けて必要となる各種施策の内容等につ組み事例を報告し，市民や事業者などの取り組みの主体と

いて検討し,平成9年3月に｢琵琶湖総合保全整備計画のあなるべき参加者が議論に参加することにより，国民全体で
り方｣としてまとめ，国の関係機関に理解を求めました。そ森林を守り育てるという気運の醸成につなげていきたいと
の結果，琵琶湖の重要性や総合保全の必要性についての認考えています。

識が得られ,琵琶湖およびその周辺地域を21世紀に向けたそこで，プレ･イベントとして11月23，24日に，「上下
湖沼保全のモデルとすべく，6省庁が共同で平成9年度か流の住民協働による森林づくり｣をテーマに｢水源の森づく
ら2カ年にわたり「琵琶湖の総合的な保全のための計画調りフォーラム｣を開催し,水源を育む森林の菫要性を発信す
査」が実施されました。どの計画調査の成果を踏まえながるとともに，3月の水フォーラムへつなげていきたいと考
ら,県民総ぐるみによる琵琶湖総合保全の指針として,平成えています｡また,水フォーラムで滋賀県が開催予定の分科
12年3月に｢琵琶湖総合保全整備計画(マザーレイク21計会｢琵琶湖総合保全セッション｣の中でも，水と森林につい
画)」を策定しました。ての議論をさらに深めていく予定です。

琵琶湖総合保全整備計画は，「琵琶湖と人との共生を図水フォーラムは，世界レベルで水と森林の関係をアピー
リ,琵琶湖を健全な姿で次世代に継承する｣ことを基本理念ルしていく絶好の機会でもありますので,森林･林業関係者
とし,『人々と地域の幅広い共感｣｢保全と活力あるくらしのの皆さんの積極的な参加をお願いします。

第3回世界水フォーラムのホームページ..･http://wwwworldwaterforum.org/jpn/
同フォーラム「水と森林委員会」のご案内は，日林協ホームページhttp://wwwjafta.or.ipでもご覧になれます．
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手束平三郎大兄のご逝去を悼む
故・手束平三郎(てづかへいざぶろう)氏略歴：大正5年，徳島県生まれ。昭和15年，

東京大学林学科卒。その後，農林省山林局に入り，林野庁指導部長，秋田・札幌営林局

長，森林開発公団理事，林業信用基金理事長，卿林政総合調査研究所理事長を歴任。平
成I0年5月30日より同研究所顧問。本年7月26日ご逝去(享年85歳)。『森のきた道道

をはじめ著書・論文多数厘

大兄は，雑誌『山林』2000年9月号の老山人随想（3）「20世紀を生きて」におい
ぐらい

て次のように書いておられます。「かつては人生70位と思っていたが，医学の進歩の
かげよけい

お蔭か食生活向上の余慶か，84歳の誕生日を迎えてなお健康に恵まれている。今年の

正月に｢長らえし日々新玉の感謝あり，七度迎うる辰年の春」と詠んだ。100歳までは

無理だとしてもこの分では21世紀の入り口の成り行きを見ることぐらいはできそう
いま

である」と。21世紀になって未だ2年，わが国全体の成り行きも，大兄があれほど深

く関心を持たれていた森林・林業や国有林の行く末も定かでないこの時期に大兄は逝

かれてしまわれました。まことに残念でなりません。
まと

碓か今年の春ごろだったと思いますが「こんなものを纏めたよ」と言われて大兄が

私の部屋に入ってこられました。それは『手束平三郎著書・論文等目録』のコピーで

あり，その目録には昭和27年以降の大兄の著書，論説，随想，短評等のすべてが網羅

されておりました。私はその膨大な足跡に驚きと尊敬の念を禁じえませんでした。そ

の目録を今あらためて拝見しますと，私は特に『森のきた道』，『新しい国有林像形成
しさ

の試み』，『諸外国の森林・林業』の3作に教えられ，大きな示唆を与えられたと思い

ます。『森のきた道』では，明治時代以降の数々の林業政策の成立過程がドラマチック

に描写され，興味津々たるものがありました。この物語の中から私は林業技術者とし

ての心構えのようなものを教えられた気がいたします。また『新しい国有林像形成の
はたんひん

試み』では破綻に瀕した国有林特別会計をいかにするかについて昭和62年に最初の構

想を発表され，平成9年にはそれにさらに考究を加えて将来の国有林野事業のあるべ

き姿を柵かれました｡平成9年から10年にかけて国有林野事業の抜本的な改革が行わ
じざ

れましたが，大兄の構想はまことに時宜を得たものでありました。そして『諸外国の

森林・林業』は国有林改革に関連して，よその国の事情も比較する必要があると言わ

れたときに，大兄が日ごろの蓄積を集大成され，編集されたものであります。こうし

たことを背景として国有林改革を論議する［林政審議会］に大兄にご出席いただき，

諸外国の林業等について詳細なご説明をお願いしたことが昨日のことのように思い出

されます。大兄は確固たる歴史観と世界観に基づき林業政策を体系的に考察してこら
けう

れた稀有の林業技術者であり，学究であったと思います。

その大兄が『山林』2002年7月号に寄稿された「日本林業の明|ヨは」の中の次の言

葉は，たぶんこれが大兄の絶筆になったかと推察いたしますが，われわれ後輩を，そ

してわが国の林業界を勇気づけてくれるものであります｡｢新世紀における動的変化の
いしゅく

大局に活眼を注ぎ，現状悲観の諸要因をあげつらって萎縮するのではなく，日本林業

再生の条件観察と必要な有効施策のあり方を考究する（ことで日本林業の命運は開け
みたま

る)｣。大兄，ほんとうに数々のご指導をありがとうございました。御霊安かれと祈り

ま す。たかはし､

農林漁業信用基金副理事長喜椿回
たかはしいさお

高橋勲

『森のきた道』:EI本林業技術協会発行（残部僅少．定伽（本体2,500円十税))
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信州佐久地方の各森林組合にいわゆるIターンを果たし，ふだんはそれ

ぞれ別の森林組合におられる現場職員の皆さんがクラブを結成，お仲間同
士の通信と一般への情報発信を兼ねた会報（印刷物とホームページ）まで

立ち上げたと聞きました。さっそく創刊号を拝見してみると，キャッチは
Youarenotaloneなるほど！しかも，ほどよく肩の力が抜けた創刊号
で，3号雑誌にはならないだろうという期待感を与えてくれます。
そして内容は“･11林業の最前線で汗を流しておられる方々ならではの

思い，発想，お考えなど，本誌読者の皆様にも全文をぜひご紹介したいと
感じ入った次第です。編集人の杉山さんに懇望申し上げたところ，幸いに
も快諾を得ることができました。なお，掲載にあたり体裁，文字遣いを若
干変更させていただいたことをお断りしておきます。

youa/-e/-7ofa/or7e.

創刊号（2002年7月）

ごあいさつ

私たち“信州そまびとクラブ”のメンバーは，地元佐久地方の各森林組合に他県からやって来て就

労した（いわゆるIターンの）現場職員の集まりです。私たちが森林組合で働くことによって身につ

けた技術を，もっと大勢の人たちのために役立てたいと考え，このクラブを結成しました。

山仕事の経験は,長い者でも10年ちょっととまだ頼りない私たちです。その力はわずかなものかも

しれませんが，山づくりの未来に貢献すべく行動していく所存ですので，どうぞよろしくお願いいた

します。

Iターンで林業に就いた方へ

｜刑舎の自然に魅せられ，あるいは，林業の危機に関心を持ち山に飛び込んだとたん，「この孤独感は
ひ催I〉

なんなんだ！」と感じたあなた。あなたは独りではありません。そして，決してあなた一人が変わり

者なのではありません。

ただ，あなたの仲間は全国に散らばっているために，言葉を交わしにくいだけなのです。あきらめ

て山を下りる前に，一度私たちと語り合いませんか？

私たちの周囲に限ってみると，現場では問題意識を強く持つ人ほど，早くに離職してしまうようで

す。この現象は，ただでさえ人手不足な林業界にとって大きな痛手に違いありません。これからの林

業の現場を，動機づけや，問題意識のない者だけが残ることのできる世界にしてしまわないためにで

きることとは何でしょう。いっしょに勉強し考えましょう。

山主の皆さんへ

唐突なお願いですが，私たちに山を貸していただけないでしょうか。10年間，否,5年間でもけつ

こうです。これからお話しする活動の場として，私たちはある程度まとまった面職の山林を必要とし

ているのです。

「自分で山の手入れをしたいが，一人ではどうも…」という方も，どうぞ声をかけてみてください。
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いっしょに手入れをさせていただくことで，力になることができるかもしれません。お金やモノでお

礼をすることができませんが，その代わり商売人の腕とプライドにかけて，美しい山づくりをしてお

返しします。お借りした山でやろうと考えていることは以下の内容です。

山仕事体験の場一外の世界から山仕事に就いてみようと考える人が多くなりました｡そのよう

な人たちは自分にも勤まるのだろうか？と考えているのです(私たちもそうでしたから)。そん

なとき，ただ体験するのではなく，商売人といっしょにやったときの汗の量，腹の減り方を感じ

てもらえれば，具体的な判断材料になることでしょう。

森林教育の場一教育というと大げさですが，「子どもたちが山で遊ぶことが少なくなったが，

これでよいのだろうか？」という発想が基になっています。山で働くおじさんたちといっしょに

山のものに触れることで，ふだんの生活では体験できないことを感じ，学んでもらいたいと考え

ています。

技術交流会の場一同じ業種でも，違う職場の者と仕事をしてみると発見があります｡林業の現

場では，特にその効果が大きいように感じます。
すさ

福祉への応用－まだこれから実証されていく分野ですが,森には人々の心の荒みを解消する力

があると確信しています。ただの森林浴ではなく，積極的に山とかかわっていくことで，その効

果を大きくすることができるのではないでしょうか。

これはたいへん失礼な言い方かもしれませんが，貸していただく山は荒れていればいるほど，張り

合いがあります。連絡をお待ちしています。

うめ草･･･……Iターン者の独り言

「林業の現場で働いています」と言うと，「今，カラマツはどうなんですか？」とよく尋ねられます。

皆さん関心を持っているのだなと，いつもありがたく感じながら現状を答えさせていただくのですが，

それから先がいけません。

私：「かくかくしかじかで，なかなか材木が売れません…」

相手：「ああ，やっぱりそうなんですか。たいへんなんですね･･･」

たいていは，ここまでで話が終わってしまうのです。また，こんな話もあります。「この業界に就職

したころ，「｢いつかまた国産材の時代がやって来る」とみんなが唱えていたが，いつの間にか20年が

過ぎた…･｣。私たち当事者が何もしなければ，これからの20年も代わり映えのしないものになること

でしょう。「国産の材木を利用してもらうための努力は，行政の皆さんに任せておけばよい｣という考

えがあるとすれば，それは私たち自身が改めなければならないことです。生産者自らが消費者に訴え

る行動が必要だと考えます。

メンバーの募集

私たちは，いっしょに活動してくださる方を歓迎します。連絡先は以下のとおりです。

信州そまびとクラブ通信創刊号発行人：工藤孝一，編集人了杉山要

電子メールのアドレスはsomabito@mx2.avis.ne.jp

ホームページのアドレスはh廿P://w2.avis.ne.jp/~somabito

編集人連絡先：〒384-'407長野県南佐久郡川上村御所平333

壷0267-97-2291電子メール:kaname@avis.ne.jp

｢さあ，いっしょに立ち上がって日本の森のことを，考えようじゃありませんか！」
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も
ら
う
」

と
い
う
資
源
は
あ
り
が
た
み
の
な
い
資

源
な
の
で
粗
末
に
す
る
。
さ
ら
に
「
金

を
く
れ
る
な
ら
受
け
取
る
」
よ
う
な
場

合
は
ろ
く
な
物
で
は
な
い
か
ら
、
受
け

取
る
資
源
よ
り
も
金
（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
）
の
ほ
う
に
注
意
が
行
く
の
は
当
然

で
あ
る
。

も
し
も
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
罠
に

よ
っ
て
「
金
を
払
わ
な
い
と
受
け
取
ら

な
い
」
状
態
が
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
て

い
る
の
な
ら
（
こ
れ
は
「
援
助
に
よ
る

ス
ポ
イ
ル
症
状
」
で
あ
る
）
、
「
受
け
取

っ
て
く
れ
な
く
て
い
い
」
と
開
き
直
る

の
も
一
つ
の
手
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、

植
林
実
績
が
上
が
ら
な
い
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
標
面
積
に
達
し
な
い
、
と
い

う
事
態
に
立
ち
至
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
理
由
を
堂
々
と
報
告
す
れ
ば
い
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
い
び
つ
な
資
源

移
転
」
の
悪
循
環
を
ど
こ
か
で
断
ち
切

る
こ
と
、
彼
ら
が
「
援
助
依
存
症
状
」

か
ら
脱
出
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
、
そ

の
社
会
の
「
自
立
的
発
展
可
能
性
」
を

高
め
る
こ
と
は
、
「
植
林
面
積
目
標
」
を

達
成
す
る
よ
り
も
、
社
会
開
発
的
に
は

よ
ほ
ど
意
味
が
あ
る
。
近
年
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
案
件
で
も
評
価
の
重
要
性
は
高
ま
っ

て
い
る
し
、
Ｓ
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
近
々
終
了
時
評
価
の
時
期
が
来
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。

植
林
面
積
で
し
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
評

価
で
き
な
い
人
で
は
な
く
、
「
社
会
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト
」
を
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
人
に
評
価
し
て
も
ら
え
ば
い
い
の
で

圭
価
｝
つ
（
》
Ｏ

林
業
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
に
、

そ
う
し
た
「
技
術
以
外
の
視
点
」
を
含

め
る
こ
と
こ
そ
、
私
が
こ
の
連
載
で
「
技

術
専
門
家
」
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
な
の

で
あ
る
。
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技
術
は
役
に
立
つ
の
か
？
．
開
発
援
助
に
お
け
る
技
術
と
社
会

●
Ｓ
さ
ん
か
ら
の
お
便
り

こ
の
連
載
を
開
始
し
て
一
年
半
に
な

る
が
、
先
日
あ
る
国
際
林
業
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
従
事
さ
れ
て
い
る
Ｓ
さ
ん

か
ら
、
お
便
り
を
い
た
だ
い
た
。
私
は

Ｓ
さ
ん
と
は
一
面
識
も
な
い
が
、
こ
の

よ
う
な
連
載
に
何
ら
か
の
反
応
が
あ
る

と
い
う
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で

あ
る
。
少
し
長
く
な
る
が
お
便
り
を
引

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

＊
＊
＊

：
…
・
『
林
業
技
術
』
第
七
二
一
号
の
第

十
一
回
「
森
林
保
全
と
貧
困
削
減
の
関

係
は
？
」
を
拝
読
い
た
し
ま
し
て
、
お

わ
な

し
ま
い
の
「
こ
の
罠
」
に
強
く
引
っ
か

か
り
ま
し
た
。
実
は
私
も
（
否
、
当
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ

ま
せ
ん
）
こ
の
罠
に
落
ち
込
ん
で
、
こ

あ
き
ら

こ
か
ら
は
い
上
が
る
こ
と
を
諦
め
か
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
：
．
…
浸
食
防
止
工
事
、
植
林
作
業

第
十
五
回
援
助
依
存
症

を
浸
食
地
に
お
い
て
三
箇
所
の
地
区
住

民
に
よ
っ
て
実
施
し
、
技
術
の
改
良
・

開
発
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

…
．
：
住
民
参
加
に
対
し
、
イ
ン
セ
ン
テ

イ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
「
こ

の
罠
」
は
私
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

罠
で
す
。
…
…
も
が
け
ば
も
が
く
ほ
ど

深
み
に
は
ま
り
そ
う
で
す
（
以
下
略
）
。

＊
＊
＊

私
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
に

つ
い
て
は
存
じ
あ
げ
な
い
が
、
現
場
で

汗
を
流
し
「
住
民
参
加
」
を
働
き
か
け

な
が
ら
、
住
民
た
ち
の
行
動
が
必
ず
し

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
期
待
す
る
よ
う
な

方
向
に
進
ん
で
い
か
な
い
ご
苦
労
が
し

の
ば
れ
る
。
だ
が
世
界
各
地
の
林
業
協

力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
多
か
れ
少
な

か
れ
こ
の
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
て
い

る
。
第
十
一
回
の
連
載
で
私
は
、
地
域

住
民
を
森
林
保
全
活
動
に
誘
導
す
る
た

め
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
雇
用
や
物
的

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
経
済
協
力
研
究
部
主
任
研
究
員

支
援
な
ど
）
を
用
い
る
と
、
当
座
は
う

ま
く
い
っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
こ
れ

を
目
当
て
に
行
動
し
て
い
た
人
々
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

終
了
す
る
と
同
時
に
「
森
林
保
全
」
を

放
棄
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
「
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
の
罠
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

Ｓ
さ
ん
は
お
便
り
を
「
（
次
号
で
は
）

せ
ん

罠
か
ら
の
脱
出
の
処
方
菱
が
述
べ
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
」
と
結
ん
で
お
ら
れ
る
．

残
念
な
が
ら
私
は
こ
の
問
題
に
効
く
処

方
菱
を
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
問
題
を
も
う
少
し
掘
り
下

げ
て
考
え
て
み
よ
う
。

●
い
び
つ
な
資
源
移
転
と
し
て
の
援
助

援
助
は
「
資
源
移
転
」
の
一
形
態
で

あ
る
。
人
類
の
歴
史
が
始
ま
っ
て
こ
の

方
、
異
文
化
間
の
資
源
移
転
の
形
態
は

主
に
「
戦
争
Ⅱ
略
奪
」
と
「
交
易
Ⅱ
交

換
」
に
限
ら
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
「
贈

与
」
と
い
う
形
態
も
あ
る
こ
と
は
あ
っ

た
が
、
例
え
ば
古
代
の
日
本
が
中
国
に

「
貢
ぎ
物
」
を
し
た
の
は
、
「
恭
順
」
を

示
す
こ
と
で
「
安
全
保
障
」
を
確
保
す

る
と
い
う
意
味
で
、
ま
た
返
礼
に
中
国

皇
帝
か
ら
貴
重
な
宝
物
や
知
識
を
さ
ま

ざ
ま
与
え
ら
れ
た
と
い
う
意
味
で
「
交

換
」
の
一
変
種
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
以
外
に
も
人
類
学
者
が
調
べ
た
と

こ
ろ
で
は
、
南
太
平
洋
の
島
々
の
間
に

は
最
近
ま
で
「
ク
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
贈

与
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
。
人
々

は
、
は
る
か
離
れ
た
隣
の
島
に
貴
重
な

貝
殻
を
運
ん
で
「
贈
与
」
し
、
こ
れ
が

ま
た
受
け
取
っ
た
人
に
よ
っ
て
さ
ら
に

次
の
島
へ
と
リ
レ
ー
さ
れ
て
い
く
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
贈
与
の
連
鎖
は

最
終
的
に
は
巡
り
め
ぐ
っ
て
元
の
島
に

戻
っ
て
く
る
と
い
う
。
南
太
平
洋
の

島
々
に
住
む
人
々
は
こ
の
「
贈
与
」
の

連
鎖
に
よ
っ
て
社
会
的
な
つ
な
が
り
を

さ
と
う
ひ
ろ
し

佐
藤
寛
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バｿｮ動態蜀謬竈
<第18回〉

[汎用ソフトはとても便利］

佐野亘琴
森林総合研究所企画調整部研究協力科海外研究協力室長

Iはじまり

やっと9月になりました。これか

らは，どんどん気温が下がり過ごし

やすい季節になるものと思われます。

私にとっては，活動時期が来たと感

じられる季節です。また，学校へ通

っている子どもたちにとっては，楽

しい楽しい（？）2学期の始まりで

す。夏休みには十分遊んだでしょう

から，学習のほうを頑張ってほしい

ものだと思います。

学習といえば，小・中学校では今

年度から「総合的な学習の時間」な

るものが新設され，その内容として

｢環境｣や｢情報｣が｢学習指導要領」

に例示されているそうです。今後，

この枠組みの中で「環境学習」とい

うものが幅広く実施されていくもの

と考えられますが，これと関連して

先々月GIS学会により「GISで環

境学習！」というシンポジウムが開

催されました。この中で｢環境学習」

とは,｢環境と人間の関係を取り上げ

る｣，「環境とは自然環境十人為的環

境」などを前提とし，「活動や体験，

身近な問題の重視｣や，「総合的な判

断力の育成｣,｢問題解決能力の育成」

を目的にしているとのことです。こ

のため，地図と各種データとの統合

システムであるGISは環境学習に

応用する意義が十分に認められるも

のだということでした*1Dまた,林野
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庁と文部科学省が連携して高校生を

対象とした｢森の"聞き書き甲子園"」

というものが開かれています窓2．高

校生が「森の名手・名人」の技や人

となりを聞き書きし，その成果を発

信するものだそうです。これも環境

学習と関係のある動きと言えるかも

しれません。

I汎用ソフトを使う

今回は皆さんおなじみのソフトで，

割と便利な使い方を二つ紹介したい

と思います。すでにご存じの方もお

られるかと思いますが，その場合は

飛ばしてください。第一バッターは，

何かと批判も多いところですが農○

水産省でも使っているため，なかな

か手放すことのできないワープロソ

フト一○郎です（説明ではVer.12

を使用)｡このソフトは嫌いでも日本

語変換だけはATOKを使ってい

るという人も多いでしょう。これで

何をするかといいますと，名刺の作

成です。名刺はひとまず必要だが，

百枚以上はいらない，あるいは印刷

屋さんのお仕着せフォーマットはい

や，という人にはお勧めです。私も

ソフトは異なりますが,名刺はPC

により自分で作ったものを使用して

います。それと，値段はというと，

名刺用にカットがきちんと施され，

プリントした後八サミなどを使うご

とがない名刺専用用紙で，100枚分

が500～600円です｡もちろんプリン

タのインク代も計算に入れなければ

ならないので実際にはこれより若干

高くなると思われますが，それでも

大変安く感じられますし，しかも，

必要なときに自分で増し刷りなども

できるというメリットもあります。

さて，その作成方法はというと，

とても簡単です。一○郎を起動し，

ツールバーにある「ナビ」をクリッ

クし「よく使うテンプレート｣＞「開

く」と進みます。たくさんのテンプ

レートが表示され，名刺以外にもさ

まざまなテンプレートが用意されて

いることがわかります。ここで，「名

刺｣をクリックしますと，「レイアウ

ト」を聞いてきますので，この中か

ら自分の好みのレイアウトを選択し

ます。そうしますと，写真①のよう

な画面が出てきますので，後は必要

な情報を入力するだけです。枠で囲

まれている情報入力橋はマウスで自

由に動かしたりサイズを変更したり，

デリートキーで削除したりできます

し，操作パネルの「マーク」を押す

とさまざまな図形を名刺に貼り付け

ることもできます。また，操作パネ

ルのr背景」を使用すると，デジカ

メで写した写真やスキャナで取り込

んだ画像を背景として使用したり，

ある色にグラデーションをかけたも

のを背景としたりすることもできま

す。ここまでやると，自分独自の｢オ

リジナル名刺だ－！」と人に見せび

らかすこともできます。ただし，デ

ザイン感覚が欠如している人にはお

勧めしません。恥をかくだけですか

ら（これは，私自身のことでありま

す)。なお，「レイアウト」の所で右

側に［］で囲まれた部分がありま

すが，これは名刺専用用紙の販売メ

ーカー名と型番が示されているので

す。名刺専用用紙は，上下左右の余

白と1枚の名刺の縦横の長さにより

フォーマットは決まりますので，同

じ寸法のものであればこの型番にこ
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り1枚1枚のでき上がりが確認で

きます(写真②)。どうです。とっ

ても簡単に差し込みができて，つ

いうれしくなってしまいませんか。

|晨男盲の出会いの話の
私が「組み立てPC」を知った

後，ついにWindows95が登場

する時代となりました。私が

Windows95に初めて触れたの

は，マイク○ソフトがキャンペー

ンを行ったとき配布したベータ版

でした｡早速,研究室のPCへイ

ンストールしました。キャンペー

ン会場では)PCを構成している

八一ドウェアをOSが自動認識

する「プラグアンドプレイ」につ

いてデモを交えて説明しており，

本当かなと半信半疑でしたが，自

分のPOにはWindows95が

すんなりとインストールできたの

で素直に信じることができました。

ただし,これは私のPCが標準的

構成であったためのようで，イン

ストールに苦労したという話も聞

いたことがあります。また，ベー

タ版を発売前に手に入れていたため，

私がそのころいたS総研H支所のネ

ットワークの命名（ワークグループ

の名前の付け方）がスムーズにでき

たことも思い出されます。なにしろ，

本社の命名はとってもすごいですか

ら（こちらにきて「超びっくり」っ

てやつですね)。

Windows95のおかげでPC

が幅広い分野へ普及し，また，これ

から後のPCの話題は最近の話で

もあるため皆さんもよくご存じでし

ょう。ひとまずここで,私の｢POと

の出会いの話」は終わりにしたいと

思います。

Iおしまい

最近「組み立てPO」の構成を考

えるとき，やっかいな(うれしい？）

だわる必要はないと思います。

次に登場願うのはソフト界の巨人，

マイク○ソフトが放つ皆さんおなじ

みの表計算ソフトエ○セルとワープ

ロソフト○一ドの連携による「差し

込み印刷」です（説明ではof-

ficeXPを使用)。多くの仕事場で

は，顧客の名簿管理などは表計算ソ

フトで行っていると思いますが，こ

れをそのまま利用して請求書等の宛

名書きに使用する方法です。ここで

は説明を簡単にするため名簿ファイ

ルのワークシート「住所」の第1行

目の1列目(A)に「氏名｣,2列目

(B)に「会社名」と入力されたセル

があり，第2行目からそれぞれのデ

ータが入っていることを仮定します。

○一ドを立ち上げ差し込みを行う文

書を表示（作成）します。ツールバ

ーの「はがきと差し込み印刷｣＞「差

し込み印刷ウイザード」と進みます。

右側上部で「文書の種類（ここでは

レター)」を選択し，右側下部の｢次

へ：ひな形の選択」をクリックしま

す｡再び右側上部でひな形として｢現

在の文書を使用」を選択し右側下部

の「次へ：宛先の選択」をクリック

します。またまた右側上部の「宛先

の選択」で「既存のリストを使用」

を選択し，その下の青色の「参照」

をクリックし名簿ファイルとその中

のワークシート「住所」を選択，

｢OK」とし，右側下部の「次へ：レ

ターの作成」へと進みます。あとは，

文書中の差し込みをする場所へカー

ソルを持っていき，マウスで右側の

｢差し込みフィールド挿入｣をクリッ

クすると表計算ソフトの1行目のセ

ルにある「氏名｣，「会社名」といっ

た項目が表示されますからこれを選

択し「挿入_|とします。複数挿入し

たい場合はこれを繰り返します。後

は，右側下部の「次へ（プレビュー

の次は完了となる)｣を押していくと

終了です。プレビューの所では，右

上部の矢印をクリックすることによ

錘云買悪唖…所華宛室･P＆一一号‘率砿鴎ﾖ産か昌一止軸言冗強，仏

写真①名刺を作る画面

匡謬臼艶迩塗嘗難劉卑具罰少‘“2画肩･翰軸鼻勾忽内p・岬

心仔■I必凸噛uO¥凸’

聯繊鋤蝿
図聡0噸
私”g矧迩

職､坤馳“,，
域r恥A…今

繍鵜“

蝉印.‐、
4や』…ｼ轍
●皿Q…

写真②差し込み印刷のプレビュー

問題が起きています｡それは,CPU

の選択です。先月，お客様からPC

を受注したのですがAthlonにし

ようか,Celeronにしようかと悩

める日々を送っています。なにしろ，

両CPUとも価格が安くしかも早

い。もちろん,Pentium4なんて

のは論外です。

＊1伊東悟・鵜川義弘（2001）環境
教育における地理情報システムの利

用，地理情報システム学会講演論文
集第10号，249-254
*2http://wwwmextgo.

jp/bmenu/houdou/14/07/f
020717.htm

、
筆者(佐野)E-mail

asalくoto@ffpri・affrc・go.jG
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認証制度が実際に動き始めている

が，地域の認証制度の中にはこう

した認証材を分離する仕組みを備

えていないものも多い。しかし

FSCは認証材の分離に強く固執し

ており，厳密な運用を求めている。

これはFSCの森林認証制度を維

持するためにどうやら不可欠なプ

ロセスと思われる。このことにつ

の5蝿絞ﾅーﾐナー⑥

タリング」

白石則彦

琴
お蹴るrﾓ蕊認証に

今回は，システム整備と並んで

わが国の林業経営になじみが薄く，

かつ森林認証を取得するために必

須とされるモニタリングについて

考えてみることにしよう。

モニタリングとは簡単にいえば，
実態がどうなっているのか，ある
いは状況が変化していないか監視

することである。FSCの｢憲法｣で

ある森林管理の原則と規準にも，
原則の8番目に「モニタリングと

評価」が独立して記されており，

その重要性がうかがわれる。

その原則8には，モニタリング

すべき最低限の項目として次の五

つが示されている。それらは，①
林産物の収穫量，②成長量や更新

その他森林の状況，③野生動植物
の構成や変化，④伐採等の作業に

伴う環境や社会へのインパクト，

⑤コストや生産性など経営の効率

性である。

この5項目からくみ取れるモニ

タリングの目的や意義は大きく分

けて三つある。第｜は林業を営む

ことによる自然環境や社会への負

の影響を早めに察知して未然に食

い止めるためであり，上の項目で

は②,③,④がこれにかかわってい

る。第2は合理的で経済的な林業

経営のための－種の自己点検であ

る。上の⑤は主にこの目的のため

であるが，②も林業を長期間安定
して営むためと考えればこちらに

もかかわってくる。

そして第3の目的は，認証材と

非認証材を分離する流通加工過程

の管理の必要性から，認証木材の

量をその供給源において把握する

ためである。世界中で複数の森林

いては回を改めて触れてみたい。

これまでに国内で4例のFSC

認証の取得があったが，その多く
でこのモニタリングに関しては改

善勧告か1,2年の期限付き条件を
受けている。しかしながらモニタ

リングへの対応は，経営規模や経

営体の公共性の程度，対象森林の
希少性や陥謂性などによっても
異なると思われ，筆者自身も現時

点でこうしたらよいという瀧幣を
描くことができないでいる。

世界中でFSC認証を取得した

経営体の平均管理面積は7万ha

を超えている。これは大規模な木

材企業や国・公有林が多く含まれ

ているためである。そうした経営

体では組織内に研究部門を抱えて

いることも珍しくなく，このモニ

タリングへの取り組みがさほど負
岬踊1『~-超､Pや.』ﾛ晶勺差員■■■鈴F･寺口:

|■
羅匪壁彙にみ 野生鳥獣，鳥 森林病害虫による被害よ言磁

平成’2年度のシカ，カモシカ，面積は，8万2=Fhaであった。こ

クマ等の野生鳥獣による森林被害のうち，シカによる枝葉や樹皮の

▼主な野生鳥獣による森林被害面積の推移

EFha9←7

食害，はく皮等が被害面積の6割

を占めており，深刻な状況となっ

ている（図参照)。
このような野生鳥獣による被害

を防止するため，①防護柵の設置，

忌避剤の散布等による防除の実施，
②新たな防除技術の開発・普及，
③市町村の連携強化による監視，

防除体制の整備，④野生鳥獣との
共存にも配慮した広葉樹林の造成

等総合的な対策を進めていくこと

が必要である。

また，シカ等による農林業被害

が深刻化する中で，平成｜｜年｢鳥

獣保護及狩猟二関スル法律」が改

正され,｢特定鳥獣保護管理計画制
度」が創設された。この制度に基

づき，被害の激しい地域では，農
林業被害の実態，個体群の状況等

に応じて科学的・計画的な保護管
理により個体数の調整が行われて

ﾄ肋01句f鴎F寸加赤星…q乳誤碑号〃万・．4壺昌郡.晶鐸孝囿J錨日盈播幸題勺・1日･‘宰再・9．0
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担になっていないと思われる。

一方，例えばフィンランドで独

自に導入された森林認証制度では，

所有者が各自の森林をモニタリン

グすることは求められておらず，
国内のすべての森林を7万点ほど

の標本点でカバーした国家森林資

源調査の結果を転用することで対

応している。わが国でもこうした

方法を準用できないかという意見

もあるが，元来，森林資源モニタ

リング調査は国や県などの広域な

しベルで初めてものが見える設計

になっている。日本は林相が多様

で地形も複雑であり，また認証取

得の単位もフィンランドに比べて

はるかに小さいので,4km平方に

｜点の標本抽出では認証の要求に

応じきれないであろう。

環境コンサル等に調査を依頼す

るという手もあるが，問題意識が

なければ手段が目的になってしま

う恐れもある。結局のところ，経

営体ごとに生じうるリスクや保全

すべき対象を勘案し，自前の能力

を開発しつつ，継続してやってい

ける現実的な方法を模索するしか

ないのである。

白石則彦（しらいしのりひこ)／

東京大学大学院農学生命科学研究科
助教授

林政拾遣抄
~「

貴船レ・水ﾌ謙-ﾗム

‐
ゴ
マ
。
ｂ
・
『
饗
奇
為
咀

ガ

平成’4年4月29日に，京都

市左京区の貴船神社で「プレ・

水フォーラム」が行われた。こ

の神社は賀茂川の上流に鎮座し，

水の神「蕊」（おかみ)を祭る古

い社である。来年，京都で行わ

れる｢第3回世界水フォーラム」

に先立ち,「日本人の心を見つめ

直そう」と，貴船神社が独自で

開催した行事であった。

「げに人類の歴史は水と人と

の関わりの限りを知らぬ歴史な

り」に始まる宮司の祝詞で，「今

し世界眺むれば青人草はたたな

づく青垣の繁き木をば濫りに伐

りて緑なす大地は何時しか荒

(すさ)み洪水の出ては総てを浸

り犯し命を保つ食糧も命を繋ぐ

真清水も総ての口を潤さず飢え

に苦しみ痩せ細り死亡（うせ）

にし人の数知れず。磐根を潜る

真清水も汲み上げ尽くし大地は

崩れ損ひ沈み行く。かててくわ

えて文明は地球温暖化を弥（い

や）増進め天に昇りて地に降り

注ぐ天地の循環（めぐり）を壊

し北南の涯（はたて）の海･陸・

岩礁の氷山融け行く恐れ等水に

関わる問題の沢山に来たり」と，

水問題の重要性を訴え，来年行

われる第3回世界水フォーラム

への期待を述べられた。

森林文化学を専攻する私も共

感し，集まった400人ほどの参

会者の前で，日本人はもともと

自然と共生してきた民族で，森
お尋

を畏れ，敬い，大切に守ってき

たこと，これからの水問題を考

えるうえでその古くからの人の

心を忘れてはならないこと，さ

らに神社の後ろにある責船山国

有林では，大径木と広葉樹の混

交林型の森を育ててほしいこと

などをお話しした。

なお，行事に先立って「お馬

牽回しの儀」が行われた。美し

く飾り立てられた白黒2頭の神

馬が，本殿の周囲を3度回る

'200年ぶりに復活した故事も

披露された(写真)。雨が続いて

空が黒雲に覆われているときに
ささ

は白馬を献げて晴れることを祈

り，雨が降らずに晴天続きのと
きには黒馬を献げて空が黒雲に

覆われ雨が降ることを祈ったと

いう。黙々と歩む馬を見ながら，

水に寄せる古代の人たちの祈り

の心をあらためて考えたことで

あった。

（筒井迪夫）

h
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Ｆ
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弄
予
■
■
Ｐ

ヨ
ゴ
５

いる。平成’3年l1月現在，シカ

を対象にした特定鳥獣保護管理計

画がI5の道府県で策定されてい

る。

なお，特別天然記念物であるカ

モシカによる被害への対策は，保

護と被害防止の両立を図るため，

文化庁，林野庁，環境省の連携の

下で，保護地域の設定，被害防止

対策の実施，個体数の調整等が行

われている。一方,平成’2年度の

松くい虫による被害量は前年度よ

り’7％増加し，84万m3となって

いる。これは，夏季の気象条件が
平年に比べ高温かつ少雨であった

ことなどによるもので，北海道と

青森県を除く都府県で発生してい

る。

このような松くい虫をはじめと

する森林病害虫の被害から森林を

守っていくためには，的確な防除

の実施や地域住民等の参加による

防除体制の整備等総合的な対策を

進めていくことが必要である。
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地図教育の一端を

林業マンがサポート？

今年の7月下旬，日本国際地図

学会定期大会の折り，「新指導要

領と地図教育一地図を使った地

理学習･総合的学習の模索一」と

題するシンポジウムが開催され

ました｡報告を聞いて気になった

ことが二つあります｡一つは｢(地

図の)図法に関する学習事項が教

科書から大幅に削られた」こと，

もう一つは,一方で｢(総合的な学

習の時間では）横断的･総合的な

課題などについて，自然体験や社

会体験，観察・実験，見学･調査

などの体験的な学習,問題解決的

な学習を行う」ものとされた（筆

者ルビ)，ということです。

まず前者です｡森林の管理や林

業の実務世界では，地図なくして

一歩も事が進みません。進むとす

れば，ひとまず現実の地べたとは

切り離した概念の世界の場合で

す。ちゃんとした図面には，必ず

図法が明記されているものです。

当たり前のことです。しかし，「間

伐」「割りばし」「林業の消えた教

科書」と同じような，林業界と一

般との常識・意識のズレ，それも
お将｡bと

大本でのズレが，－つ大きくなり

そうで心配です。ましてやGISが

普及しつつある現代です。取り込

もうとする図面がどのような図

法で描かれたものなのかをチェ

ックしようとすることだけでも，

大事なことだと思うのです。

▲日本国際地図学会定期大会での

シンポジウム風景

一方，後者です。生徒さんたち

が大縮尺の地図で学校周辺での何

がしかの調査結果を地図に落とし

考察する。このような学習が増え

そうなのです。これを既存の資料

を活用しながら市町村，都道府県，一一
日本，アジア，世界へと学習の幅

を広げていくことが可能です。す

ると，どこかで図法を替えざるを

えないはずです。『前者｣の不足を

際にも通勤の際にも手軽に持ち歩

き読めるのもうれしい。山に，そ

して山の自然学に愛着を持ち，そ

の楽しさを多くの人々に知っても

らいたいという執筆者や編集者た

ちの想いが伝わってくる。“山の魅

力をやさしく科学する，登山愛好

家必携の書，．といえる。

私事になり恐縮であるが，高

校･大学時代（昭和40年前後）は

山岳部に所属し，生まれ育った九

州の山々から北アルプスの山々ま

でよく登ったものである（そのよ

うな意識はなかったが，すでにこ

の間に百名山のうち20座は登っ

ていたことになる)。本書はその

時々の山行と山の景観，例えば，

40kgものザックを担ぎ,ただひた

’

本
の
紹
介
Ｉ

百名山の自然学：

今，中高年世代を中心とした空

I前の登山ブームといわれている。

その登山愛好家の間でバイブル的

存在となっているのが深田久弥の

『日本百名山』であり，その踏破を

目指している人も多いと聞く。そ

して，書店には百名山に関する

種々の写真集やガイドブックが多

数並んでいる。しかし，本書は単

なる登山のためのガイドブックで

はなく，百名山それぞれの魅力，

その自然景観を地形学，地質学，
Q9．．9lb’ﾛｰｰ』‘‘毎.▽Ⅷ範軸ﾛ蛾‘．、、．。…凸竜ゼ、．＝海･ずロﾛQ･･･＝軸b
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植物学等の科学的見地から解説し

た山の自然学へのガイドブックで

ある(執筆者も，全国各地の大学・

高校の研究者や教官から関連の研

究機関(森林総合研究所等)や企業

の専門家まで，多彩である)。かと

いって決して堅苦しいものではな

く，それぞれの山の成り立ちから

山を彩る森林や高山植物の生態ま

で多岐にわたって，非常にわかり

やすく描かれている。コンパクト

にまとめられているので，登山の
10時1‘侭…剖駈無･･,竪額瞬抽一;盛．,舜隔9昂．越yUQ嘩
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補う説明機会が生まれます。

調査の対象が森林や林業地だっ

たら，現場に精通し読図力に優れ

林業事情に詳しい林業マンが，教

育界の指導要請にもピッタリと合

致するではありませんか。例えば

｜日先生，例えば少し専門的なと

ころを受けて先生方をサポートす

るのにうってつけです。地域調査

のツールとして衛星画像データ，

空中写真立体視にまで触れられ

たら最高です。教えることとは学

ぶこと。生徒さんたちの新たな発

見や疑問に耳を傾け，自身の業務

に反映させていくこともできるよ

うに思えます。

普及部編集室／吉田功

ーでニニーー武元L■輻P一品Hpq二一一

すら上を目指した尾根や稜線，ま
ばざま

さに天と地の間を尺取虫のように
ぜんぽう

よじ登った大岩壁や尖峰高山植

物や雷鳥に心和んだ雲上の散歩道

や天幕場などを思い出させてくれ

る。と同時に，その雄大かつ繊細

な景観がいつどのようにして創り

出されたものであったのか（その

尾根はフォッサマグナに沿った断

層崖であったり，その稜線は周氷

河作用などによる非対象山稜であ

ったり，その岩壁は二つの氷河の

間に細長く残った岩尾根の側壁で

あったり，その尖峰はトアと呼ば

れるものであったり，その散歩道

や天幕場はかつての溶岩台地であ

ったり，氷河源頭部のカール底で

あったということを),今になって

教えてくれる。そのときこのよう

な本に巡り合っていたら，もっと

その山の魅力を知ることができ，

その山行もより有意義なものにな

ったであるうにと，そして，もし

機会があるのなら，それらを確認

しにまた行きたいものだと，本書

を楽しく拝見しながら思うのであ

る。

柚日本林業技術協会

情報技術部長／望月繁
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20年に及ぶ官舎住まいをそろそろ卒業し，今年こ

そは念願の自宅を建てたいと，ハウスメーカー巡り

を始めた。職業柄,もちろん木造住宅を,それも国産

材で･，と当初は意気込んでいた。もちろん予算を

度外視すれば,『総檜造り｣の家も可離だが,現実は理
想どおりにはいかない。「木造，無垢材｣をうたうメ

ーカーをいくつか選んで，こちらの予算規模に合う

ような仕様で見積もってもらうと，いずれのメーカ

ーも柱こそスギだが,土台は米ヒバ,梁は米マツが普

通で,床材,内装材ともなれば集成材が当たり前，し

かもすべて外材である。何とか無垢材で…と希望を

出すと，メーカーが提案してくるのはシベリアカラ

マツや南方材のカリンなど。シベリアカラマツの細

かな年輪の美しい無垢の床材は何とも魅力的だった

が，持続的経営の中で育てられたものとは到底考え

られず,却下｡ハウスメーカーの段階ではカリン材の

生産国もわからない状態で，営業マン相手にしばし

森林認証制度を講釈する羽目となった。ほかに床材

で｢国産材は？」と尋ねても，その場で示してくれる

メーカーは数少なく，ようやく探してもらったヒノキ

の床材は集成材で，それでも価格は外材無垢の｜､5

倍はするとか…。見積書を前に複雑な思いである。

確かに，最近は工務店や消費者自らが林業家と直

接取引して安価に良い材を利用するケースなどが雑

誌で紹介されているのを目にすることも多い。国産

材の価格が低迷し，最近の市況は「底割れ」状態だ

．“などという話も聞こえてくる昨今，消費者にとっ

ては国産材を活用するまたとない機会なのかもしれ

ない。しかし,仕事に追われ,かつ怠け者の消費者に

対しては，メーカーのお仕着せで結局は安易に外材

を選んでしまう現実は簡単にはなくならないだろう。

新林業基本法がスタートし，日本の森林機能の中

心は，従来の木材生産からより多面的な公益的機能

の発揮へと大きくシフトした。その趣旨自体はもち

ろん歓迎すべきものだが,一方で,潜在的に豊かな資

源を持ちながら,市場原理に流され,出どころもわか

らぬ外材を簡単に消費することを是とはしたくない。

以前タイからの研修生に「外材輸入量が世界で

最も多い日本は，よほど森林がないのかと思って来

てみたらとんでもない。何で自国の材を使わないの

か」と糾されたことを思い出す。消費者の立場に立

ってみて，あらためて日本の林業の行く末を思う次

第である。（あ）
（この棚は編集委員が担当しています）

今甲
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研究報告第15.16号平成13年度福井県総合グリーンセンター林業！
2002年3月栃木県林業センター試験部業務報告No｡40

ロジカ食害の常習地域におけるツリーシェルターを 平成'4年6月福井県総合グリーンｾﾝﾀー ｜
用いた造林技術の検討口多様な広葉樹林の育成・管理技術の開発（Ⅲ）

松田正宏.長野真紀｜廣澤正八一

口奥日光におけるｻｻ類の衰退に関する調査厘環蕊緑地林の生態及び増殖に関する基礎研究(I)|
廣澤正人長野真紀･松田正宏‘

Z

ロ積雪地帯における福井スギ生産保育技術体系の確’

業務報告2001年度（平成13年度)NO.59弓立:(y)

平成14年6月和歌山県農林水産原雅継・蔓浦由洋i

総合技術ｾﾝﾀー 林業ｾﾝﾀー 国野袋獣類による被害防除のための適正な個体管理1
口短伐期集約経営の現地適用試験‘鍔・ど生息環境整備技術に関する基礎調査(II)1

’脳覺治"倉膨礁…箕":~墓浦由津i
ﾛ有用林水遺伝衡源植物のパｲﾃクによる保存と増画昆爽建指標“た連山広葉樹の隷価手餓び鴬理
“；．．:.‘,．，．：．．‘；＆

獺披術峨発蝿6報）。浄燕鱗識謹(〃

叢繍學…繍這？■誕辮-℃…霊■1
前田小喪･仙崎智恵子〃憲一原雅継・嚢浦職I洋；罰，

口森林,樹木衰退現象の評価と立地環境特性鰯解明一回三菱÷ﾀｲブきのこ資源城I用と生産御wの開発：」
一ヤマザクラ等衰退現象の把握と立地環境特性②（Ⅵ）

解明:一赤松やすみ・今井三千穂i
法眼利幸・山崎智恵子ロハタ錠シメジ露地栽培法の開発(1)

ロキバチ類等材質劣化病害虫の防除に関ずる研究＝赤松やすみ，

法眼利幸･萩原進□きのこ遺伝資源の継代培養（Ⅲ）

ロカシ類の集団枯損に関する被害防除技術の開発赤松やすみ‘

法眼利幸･萩原進ロ菌根性きのこの人工接種技術の開発（Ⅳ）

口圧縮木材の耐久性能に関する研究(第2報）野田青治・今井三千穂

山裾伸浩・西野芳樹画ヤマトキホコリの人工栽培技術の開発

ロ県産称の適正利用技術に関する研究(第2調今井三千穂・野閉青治
西野芳樹･山裾伸浩E地域材を利用した高信頼性構造用材”開発（Ⅳ）

ロ紀州材を利用したエンジニアリ琴グウッドの開発土田博澄j源済英樹

（第4報）。□県産象ギの有効利用の実用化研究(I)
山裾伸涛棚野芳樹‘:#､苛新恥繩獺腐磁術開発の笑閑化試職(Ⅶ)－

鵬磁化作卿ｽ郷Iに通脅し遊森緬辮轆離;"""$;舗雛職堀内敏正.批碕'輔‘赤榊粥『、

艦傾鋤鵬…る職躍縦鮮轆蝿ざ■廻鍵繊蛮灘総鰹の：割斗！
’’脳賢治､倉岡光薄〆ﾂ源済梁樹,堀内臓･土由博澄』
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栃木県林業センター〒321-2105宇都宮市下小池町280TELjO28-669-2211FAX､028-669-2212
和歌山県農林水産総合技術センター搾業センター〒649¥2103西牟婁郡上富田町生馬1504-1

TEL0739-獅圭2468FAX.0739=47-4116

福井県総合グリーンセンター〒910-0336坂井郡丸岡町梁間15TEL.0776-67=0002FAX.0776F67-0004

★ここに紹介する資料は市販されていないものです。必要な方は発行所へお問い合わせくださるようお願いいたします。
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区分1行事名｜〆期､間一｜：~芦=｡､薑｡今→圭虐団体/会場/行事内容等

佐賀 全建総連第18回全圃青年
技能競技大会

全国建設労働組合総連合（東京都新宿区高田馬場2‐7－15冠

03-3200-6221)/佐賀県総合体育館(佐賀市日の出)/木造建築に従事す
る青年技術者層の競技会。

静岡県住宅振興協議会（静岡市追手町9－6静岡県庁住まいづくり室内
a054-221-3084)/ツインメッセ静岡(静岡市曲金)/住宅・住宅関連材
料，機器等の展示・最新情報の展示，住宅関係の無料相談を行う。

NPO法人木の建築フオラム（東京都中央区晴海1-8-12オフイスタ

7-Z4階窓03-5144-0056)/遠野・木の建築ブオラム実行委員会
（遠野市青笹町中沢8-58-2森林総合センター内)／遠野市森林総合セ
ンター，遠野ふるさと村/HOPE計画（トオノピアプラン）を通じ，これ
まで進めてきた木を生かした「街づくり」「住まい（建築）づくり」「産業
づくり」を紹介し意がら，問題点やこれからのあるべき方向を，地域や職
域を超えて議論する。

卿日本緑化センター（東京都港区赤坂1－9－13三会堂ピルa
03-3585-3561)/石垣記念ホール(東京都港区赤坂1.-9-13三会堂ビル
9階）／工場緑化の研究交流と工場緑化を通じて，工場内外の環境改善，
地域との融和・交流に貢献している工場等を顕彰する。

9．18ベジ20

静岡 2002住まい博静岡県住宅
展

9．2()～23

手
鐸
ゞ
．
・
京

篝
蝿
↓
‐
」
》
梁

第3回木の建築フォラム／

遠野一水と人間のこれから

を考えながら－「森ととも
に家づくり・街づくりを考
える」

9．28へ,29

"211n1工場緑化批進全国
大会

懲灘 ロ

10月
区分I"行事名‘｜期‘間 壷繼団体／会場〆行事内容等

鰯山 第32回全国優良木材展示10.:2
会

日本木材青壮年団体連合会（東京都江東区深川2-5-11a

03-5620-4806)/㈱勝山木材市場（岡山県真庭郡松山町)/杉，ヒノキ，
松等の製品展示会を行い優良品を表彰する。

三重県林業研究グループ連絡協議会他(三重県久居市明神町2501-1盆
059-259-0857)/松阪木材コンビナートrウッドピア松阪｣他／三重県の
森林・林業木材産業の今を見つめ直し,女性のネットワークを生かした，
女性の視点による活き活きとした森林づくりを参加者とともに考える｡講
演やパネルディスカッション，現地研修等。

みちのくこけし協会（山形市旅篭町2－3－25山形市観光物産課内冠
023-6411212)/大沼デパート6階催事場（山形市七日町)/みちのくの
風土に生まれ育った「伝統こけし」「木地玩具」を展示し優秀作品を表彰
する。

南風の生活文化展実行委員会(鹿児島県姶良郡隼人町小田630隼人町教
育委員会生涯学習課内壷0995-42-1111）／木と生活文化ミュージアム

南風入館(姶良郡隼人町)他／生活文化のアート・工芸作品を全国公募し，
厳選された作品の展示，表彰を行う。

ふくい県の森優良材まつり実行委員会（福井市羽水3－110壷

0776-38-5663）／福井県木材市売協同組合(福井市稲津111J.)/福井県にあ
る市場団体が県内統一の優良材まつりを実施｡13日：式典・表彰式,セミ
ナー講演会，木工教室。15日：展示・即売および県産材競り市。

青森県（青森市長島1－1－1窓017-734-9257）／ぱ･る・るプラザ青森

（青森市）／世界遺産r白神山地」の磯かな生態系の唾||際的な価値と保全
の必要性を再認識するとともに，森林文化が最も栄えた'､三内丸山遺跡」
の価値について国内外に情報発信するため,国際的知見を有する方蒋を招
へいし，シンポジウムを開催する。

轍|旧本ネイチャーゲーム協会(東京都新宿区新宿5-18-20ルックハイツ

新宿2階金03-5291-5630)/全国各地の公園，緑地，森林などで実施
(170会場を予定)/「自然と生活のつながりを感じよう」をテーマに全

国各地に住む市民が,身近な公園や緑地あるいは森林で,全匡I一斉にネイ
チヤーゲームを行う。

全国山林種苗協同組合連合会(東京都千代田区飯田橋4－9－9第7田中

ピル8階壷03-3262-3071)/虎ノ門パストラル(東京都港区虎ノ門)/
全国の山林種苗等生産者が林業用種苗および緑化用樹木の生産確保と経
営の安定を図るため，当面の諸問這について討議する。

垂重 女性森林フォーラムinみえ|10.10～:11

山形 第22回みちのくこけしま
つり

lO11f～13

はや

南風の生活文化展2()02鹿児島 1()_12～3］

b

T

10.13,i5福對 第41可「ふくい県の森」優
良材まつり
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世界自然遺雄白糾l山地|到際
シンポジウム
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第l1回・全国一斉自然
とふれあうネイチャーゲー

ム大会
-jl

東 京 第46回余苗連大会 10.25へ27

＝一一一壱一三＝塞窪…‐弔言こ．－－全ー

林業技術No.7262002.9-⑮



《《《《《第50回森林･林業写真コンクール作品募集のお知らせ》》》》》

1.募集部門：(1)一般題材の部…林業技術。森林・農I｣_I村・緑化・森林ボラ

ンティア・森林環境教育・森林レクリエーション・海外林業協力など，（2）
特別テーマの部(第50回の特別テーマは次のとおり）…①複層林施業(複
層林施業等の新たな森林施業方法等を歓迎)，②山岳景観,③森林と水,（3）
デジタルカメラの部（森林・林業全般）

2募集規定：作品…1枚写真（匹|つ切りおよびワイド四つ切り。組写真不

可。デジタルカメラの部についてはA4判にプリントアウトしたものに限

る）／応募資格･･･作品は自作に限る。職業写真家不可。／募集点数…制限

しない。／記載事項･･･①部門名，②題名，③撮影者（郵便番号，住所，氏
名，年齢，職業，電話番号)，④内容説明，⑤撮影場所，⑥撮影年月日，⑦
撮影データ（デジタルカメラの場合は処理方法）など明記した紙を作品裏
面に貼付のこと(応募票あり。EI林協担当まで請求を)。／注意事項.．．①デ

ジタルカメラの部を除き合成写真不可，②他の写真コンクールに応募した
写真不可，③被写体は，労働安全に関する法令に定める安全基準に適合す
るものであること（作業中の保護帽の着用など)，④応募作品の返却不可。

／募集締切…平成15年2月末日（当日消印有効）／送り先…〒102-0085

千代田区六番町7㈱日本林業技術協会森林･林業写真コンクール係（盆
03-3261-6968）／作品の帰属およびネガ等の提出…入賞作品の著作権は主

催者に帰属するものとし，作品のネガ等は入賞の通知と同時に提出のこと。
デジタルカメラの部は画像データを落としたCDを提出。

…

◎海外出張（派遣）

7/27～8/10,野仲課長代理，

中国黄河流域保全林造成計画調査，

同国。

7/29～8/14,安養寺理事，7／

29～8／8，鈴木（淳）主任調査

員，海外事前調査，メキシコ。

8／4～9，和知調査企画部長，

加藤主事，武田職員，日中緑化交

流基金，中国。

8／9～18,弘中理事長,加藤主

事，日中農林業技術交流，中国。

8/21～9／6，久納課長，中国

北京蜜雲ダム水源林管理計画調査，

同国。

8/26～9/14,望月技術情報部

長，和田課長，星野主任研究員，

アジア東部地域森林動態把握シス

テム整備事業，中国。

8/27～9／4，大平課長，宮下

課長代理，アジア東部地域森林動

態把握システム整備事業，ミャン

マー。

◎地球環境部関係業務

8／2，於本会，「里山林等にお

ける地球温暖化防止等のための森

林整備に関する調査」第1回委員

会。

◎技術研究部関係業務

8/27,於国土交通省関東地方整

備局湯西川ダムエ事事務所7｢ネズ

コ移植検討業務」第2回委員会。

◎14年度林業技士研修

本会主催の14年度林業技士養

成研修を9月から開始した。本年

から林業機械部門と森林評価部門

が隔年実施となったが，ほぼ昨年

並みの申し込みとなった。内訳：

森林評価16名，森林土木46名，

林業経営182名，森林環境48名。

◎人事異動（9月1日付）

採用森林整備部部長谷藤徳衛

《《《《《日本林学会支部大会（日林協支部連合会併催）のお知らせ》》》》》

●北海道支部大会…11月1日(金)，札'幌市民会館(札幌市中央区北1西1）

にて。特別講演＝11～12時，研究発表会＝13～17時30分b問合せ：今川
一志(森林総研北海道,a011-851-4131)●関東支部大会…9月19H(木）

～20日（金），群馬県民会館（前橋市日吉町1-10-1)にて。19日…講演
会＝14～16時（地球温暖化防止を考える)，20日…研究発表＝9～16時。

問合せ：佐藤定司（群馬県林業試験場，窓027-373-2300）●中部支部大会
･･･10月19日（土）～20日（日),19日･･岐阜大学農学部（岐阜市柳戸1-

1）にて。研究発表=10時15分～17時30分,20日･･･idg･る・るプラザ岐

阜(岐阜市橋本町1-10-11）にて。シンポジウム＝9時30分～12時（テー
マ：人と森林のつながり－林野火災をとおして，人と森林の双方に幸せな

関係を考える－)。問合せ：戸松修･加藤正吾（岐阜大学農学部，丑058-

293-2857）●関西支部大会…10月25日（金）～26B(土),25日…メルパ

ルク松山(松山市道後姫塚123-2）にて。特別講演＝15時20分～16時50

分(テーマ：地球緑化粘土団子の旅，講師：福岡正信)，26日…愛媛大学農
学部(松山市樽味3－5－7）にて。研究発表会9時30分～16時。問合せ：

西浦政隆（愛媛県林業政策課，垂089-941-2111（内3357)）●九州支部大
会…10月25日（金）～26日（土),25日･･･観光ホテル八千代(長崎県諫早

市天満町33-2）にて。特別講演会＝15時10分～17時30分（演題：草木
バイオマスからのガス燃料・液体燃料の生産技術の現状，講師：坂井正康

(長崎総合科学大学))。26日”長崎県立諌早農業高等学校(長崎県諫早市立

石町1003)にて。研究発表会=9～17時。問合せ：多久島･久保（長崎県
林務課,"095-822-3545)

林業技術第726号平成14年9月10日発行

編集発行人弘中義夫印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102-0085束京制汗代田区六番町7TELO3(3261)5281(代）
振梼00130-8-60448番FAXO3(3261)5393(ib

【URL]http:"wwwjafta･or･jpまたはhttp;"wwwjade.dtine・jp/~:jafta

●『空中写真セミナー｣につきまし

ては，募集定員にまだ若干の余

裕があります。この機会をぜひ

ご活用ください。詳細は8月号

p46をご参照ください。
RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST

publiShedby

TECHNOLOGYASSOClATION

TOKYOJAPAN

8月号訂正･･･林政拾遺抄の本文左段
17行目「広葉樹］→「針葉樹」 〔普通会費3,5Ⅱ円・学生会費2,500円．終身会費(個人)30,000円〕
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業界をﾘードする林業土木ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂの≦“

ij■1口三:？』■■すぐに役立つ技術

＝＝－F

:鍵
!'

森林土木ﾊﾝドプﾂｸﾙ"道路円曲線表
“．』

森林土木技術の基礎から応用までを網羅した森半径を小さく､曲線の薮訊､林道の設計･施

障職鰯躍翔繍込送料別，林士木技術者必携のハンディな技術書
B6判1239頁9,200円(税込･送料別）
林野庁監修:劇'"";ミ

曹蕊蟇つくる緑化工ガｲ蔭自然密諺篭る植物瀞イド
‐治山･林道型環境保全の木と草一一緑の再生と創造一

木 道 曲線表円

森林土木技術の基礎から応用までを網羅した森
林士木技術者必携のハンディな技術書
B6判1239頁9,200円(税込･送料別）

半径を小さく、曲線の数多い林道の設計･施
ために作られた道路円曲線表
ポケット判473頁1,600円(税込･送料別）

イド つくる緑化工ガイF
－緑の再生と創造一

美しいカラー写真と分かりやすい解説･データに
よる植物のガイドブック
A5判376頁5,000円(税込"送料別）

、

治山ダム･土留工断面表
鋒
１
画
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治山工事の合理的な設計･施工に必須な治山ダ
ム･土留工の標準断面表
CD-ROM付

A5判427頁4,000円(税込･送料別）

森林土木構造標準設計
霊

写
‐
槌
齢
飼
『
も

(森嫌塗未工事の合理噌蠅設計･施工に必須繊雛鱈等構造物の標準設計シリーズ） 麓

擁壁 擁壁I Ⅱ
凸

リート、もたれ式コンクリート、

ロック､2段式擁壁）
4,500円(税込･送料別）

(鉄筋コンクリート擁壁）
B5判解説書付き
B4判188頁40,000円(税込･送料別）

橋梁I 排水施設I施設

’
(鉄筋コンクリート床版橋）
B5判解説書付き
B4判269頁50,000円(税込｡送料別） I

(コンクリート管､ボックスカルバート）

B5判解説書付き
B4判171頁40,000円(税込･送料別）

林業土木コンサルタンツが ､

＝5全

園

上…■J≦独自に開発した測定器・？ 繍瀧篝『…1↓-笥噸

土力計 特許取得PAT.3083484馳盤支持力簡易測定器）

基礎地盤の支持力が現場でずば篭<判明する‘

奈努濯蕨覇を防正できぐ壬章譽あ削減に責献
地盤支持力不足による擁壁倒壊を防止

罐灘獄議騨灘欝溌と；
試験コストが安価

短時間で測定(約30分）

装置の現場搬入･搬出が容易

評価がすぐ出来､現場の対応が迅速取扱ビデオ付

定価198,000円(税別.送料別）

購入のお申し込みは､FAXO27-323-3335"､
〒370-0851群馬県高崎市上中居町42-1TELO27-330-3232
（財)林業土木コンサルタンツ技術研究所FAXO27-353-3335

URLhttp://wwwjfec.orjpE-mailg-infbCifec.orjp
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安全そば人と自然の調和を目指して。目人

巾広い適用害獣
ノウサギ、カモシカ、そしてシカに愚避効果

が秘められた初めての散布タイプ9A当避剤て説

散布が簡単
これまでに無いｿﾂﾚ剤乞シカ､ノウサギの樹

幹部分の皮剥ぎ被害に予防散布力端えきす。

長い効果
薬液は素早く乾燥し､降朗による流亡が唾く、

食害を建明{ﾆわたって防Iこします。

野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録第17911号

ｺﾆﾌｧ■水和剤安全性
柑効成分のジラムは、殺齢'lとして艮年側|1

きれてきた低識I薬剤で普通物です。 造林木を野生動物の食害から守る

販売M大同商事株式会社製造保土谷アグロス株式会社
本社／〒|05-0013東京都港区浜松町｜丁目IO番8号(野田ビル5F)
東京本社03(5470)8491IIW/大阪06(6231)2819/九州092(761)II34/札幌OII(563)0317

カタログのご請求は､上記住所へ鰯窪 蕊

〆

100万本出荷達成！！

【食害された苗木にへｷｻﾁｭー
唖
エ
ー

保育事業に最適です

･食害された苗木は早期に復活します

｡改植(地ごしらえ・苗木・植栽費)は不要

｡かぶせる時期は選びません

．育てたい本数にだけかぶせてください

･食害完全防止・驚異的成長促進・下刈り軽減・誤伐防止

･雪害防止・活着率向上・植栽本数大幅カット・管理軽減

・トータルコストダウン・野生動物と共存

http://Www.hexatube・com

畦
jt-rトカルチヤ蕊
PHY1mUJURECmTRaの1J、

営業部京都

613-0034京都府久世郡久御山町佐山

西ノロ10－1日本ファミリービル

(tel)0774-46-1351(fax)0774-48-1005 ヘキサチューブを被せて大きくなった食害苗木
ノ



カールツァイスの伝統を受け継急よりハイレベルな=､

フットワークと高精度を実現!'Wimble3300DR"
1h'imbie3303DR,mmble3305D凡mmbﾘe331髄DR

高精度ノンブリズム機鱈議霞

ブﾘズ蕊を測点に設蹴しなくても零計測
ポイ刻港瀬婆照射･して測服できます。

危険区灘立ち入り鱗止区域鰯ってミ
ラーが設置できない削測ポイン＆には、

ノンプリズムでの測繩が最適ですも

TTimble3300DRは、ノンプリズムでも

非常に謙端度を誇ります。

2mm*2ppmプリズムモード
3mm+2Ppmノンプリズムモード

レーザーポインター標螺装備

4Iiimble3300DRは、レーザーポインター

を標準菱備しています。
レーザーポインターは洲胸･il!腿ど同軸

なの窓その照射ポイン1,は計測ポイ聖

蝋
ミラーを必要としないノンプリズム

機能

7跡"雌

ノンプリズムで3ミリの高精度

レーザーポインター標準装備

測距･測角と同軸で確実に計測ポイ

ン卜を確認

純
嘱
藏‘｜､と同=です。望遠鏡を覗かな感轌洩＃

レー聯=ポインターで計測殻イン1,を蒲

蝋に確認でき.ます
賛肉を削ぎおとし、精度を保ちなが

らの軽量化 測角精度5秒測距精度2nmの
高精度を約束する
アブ”ユーI､ｴﾝｺー ダー 搭載

動諏ｲ職1､な瀬デｲから:測角鯖鹿5
秒､測距糖度2inm+21i""1ﾉ蕊噛
をたたきだじま才｡測角部は､高級機に
用いられるアプソリュートエンコーダー

を採用。

一獲霊濠を切っても脳源を切る前の角度
を記篭しているの恋ゼロセットをやり

直#必蕊がありません。

￥1’100,000

※もともと小さいボディだからケースも

小さくなりました。レベルのケースぐら

いの大きさ澗票準となっています。

里
壷
Ⅲ

TrimbIe3303DR,3305DR

ポイント・連続モード、コスト削減の徹底追求、

面積・線長測定に特化、21世紀の先進デザイン

ベストセラーモデルPLANIX7が、ポイント・連続測定機能を得

て、さらに使い易く、高性能に進化。

停轆…_…

燕"………帳卿信”H_AMXZOS
●PLANIX10S･…･…･¥98,000

､尋

図17AM/aMA
タマヤ計測ジコテム慌式書社

=＝里l′MVIノ、ノ′、〒104-0061東京都中央区銀座4-4-4アートビルTEL､O3-3561-8711FAX､03-3561-8719

タマヤの取扱製品についての詳細は、ホームベージでもご覧いただけます｡http:"www.tamaya-technics.com

salesOtamaya-technIcs・com



読みつがれて20年、待望の幻世紀新版(3訂版)ができました／

森と木の質問箱小学生のための森林教室
平
成
十
四
年
九
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十
日

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日

'林野庁監修

'編集・発行(社)日本林業技術協会

IA4変型･64ページ・4色刷

'定価［本体価格650円十税]･〒料別 発
一
丁

第
一
一
種
郵
便
物
認
卵
（
毎
月
一
回
十
個
発
行
）

森林環境教育への取り組みにも
最適の教材本〃

子どもたちの疑問に応える形で，
識，国士の保全に果たす森林の役割
現状，木のすまいの良さ，日本人と
す森林の役割，地球環境と森林，等

子どもたちの疑問に応える形で，樹木・森林についての知

識，国士の保全に果たす森林の役割緑化運動，林業の役割
現状，木のすまいの良さ，日本人と木の利用，生態系に果た

す森林の役割，地球環境と森林，等々について，平易な文章
イラスト”写真でやさしく面白く説き明かします。家81厩審Aﾖ辮婁痛蒋雪会

《本書の構成》
みとりし、Fうねんだん かつどう

緑の少年団はどんな活動をしているの？15世界にはどんな森林があるの？
じんこうりんてんねルリハノ

闇采の名まえをたくさん覺えたいのですが？’6人工林､天然林とはどんな森林なんだろう？
ながい

木はどのくらい長生きして大きくなるのかな？17．木とはどんな生き物なんだろう？
おし

森が教えてくれることってなんだろう？18．木から聞こえるのはなんの音？
しIpるい

森にはどんな楽しいことがあるの？19木にはどんな種類があるのかな？
みどりlさ廼

緑の羽根とはなんだろう？20．むかしから木はどんなものに使われてきたのかな？
さとや誰 ＜すり

里山とはどんなところ？21木からは薬などもつくられるの？

森にはどうしてたくさんの生き物がをめるのだろ？22大きな木の建覇にはどんなものがあるのだろう？
あ拳弓道･ す 籾．

森林にふった雨水はどこへいくの？23．木を使った住まいはどんな住みごこち？

蕊箒撒の俟筌や詞ばくの紬にどんなことをして24山が常れないようにどんなことをしているの？
りんぎみう しごと

い るのだろう？25林業とはどんな仕事をしているのかな？

森林は地球の蒲撒を勝ぐためにどん泡瀞きをし26iWD峰をしている人たちはどんな錨があるの？
ているのだろう？27茱儲にはどんなパﾜｰがあるのだろう？
茉耕が鴬賀こやさしい雛というのはどんなこと？28縦はどのように役だっているのだろう？

＜

森林は私たちの暮らしをどのように守っているのかな？

日本にはどんな森林があるの？君たちへのﾒｯｾｰジ－2'笹偽の森林のすがた
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●ご注文はFAXまたは郵便にてお申し込みください。

FAXOB-S2S1-SO44鵬鰯雲謀艤薯離農望麓
平成一年一一月一日

唇注文書 冊洋文します。を

いずれかに
○印を

お届け先住所・連絡先ふりがな

ー

T

寶
費
公
私
１
２

ご氏名

画

※お支払いは、図書送付とともに同封の
請求書によりお振り込みください。 皿

¥30冊以上のお申し込みは送料は当方が負担します。
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